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　　市内中学校生徒会の皆さんをシリーズで御紹介します。

今回の表紙

　今回御紹介するのは、上級生からのバトンを引き継ぎ、10月から活動を開始した多賀城市立第二中学
校の新生徒会役員の皆さんです。皆さんに、「生徒会の活動」、「第二中学校の自慢」や「多賀城市の
魅力」などについてインタビューしました。

★生徒会の活動
●生徒会ラジオ
◯月１回程度昼休みに校内放送で「生徒会ラジオ」と称し、中総体、新人戦への意気込みや身近なエピ
ソードなどをインタビュー方式で行い、全校生徒に紹介しています。
●生徒会ボランティア活動
○タブレット募集フォームを活用して参加者を募り、年に3回程度放課後の時間を使って学校敷地内
の環境整備（草むしり）を実施しています。通学時のゴミ拾いなど、校外で活動することもありま
す。　

★多二中をこんな学校にしたい
○学年やクラス、部活動など関係なく、互い
に支えあい、尊重しあえる学校へ！！

★多二中のここが自慢
○活発な生徒が多く、全員が行事やボランテ
ィア活動に対して協力的です。

★多賀城市のここが好き！！
　○都会でもなく田舎過ぎず、ちょうど良い。買い物とかも便利。
　○東北歴史博物館や史跡など歴史的な環境に恵まれている。
　○地域の皆さんがあいさつを返してくれる。優しい。
　○他県から帰ってくると、“帰ってきたなぁ”と感じる。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　生徒会活動のお話をする皆さんの顔つきは、しっかりと未来を見据えたリーダーのような表情をしてい
ました。第二中学校や多賀城市に関する質問では、素敵な笑顔で地元についてお話ししていただきました。
お伺いした際にはタブレットを机に準備し使いこなし、一方で地域の方々とのあいさつや会話をとても大
切にしていることに感心しました。第二中学校がこれまで以上に活気あふれる学校となるように、応援し
ています。頑張れ多二中！頑張れ多二中生！　　 　　　　　　　　(レポーター　大内　裕太)

▲
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　すべては市民の ために！
 　未来に向か って決意新たに!!
　すべては市民の ために！
 　未来に向か って決意新たに!!

　議会新体制の発足　～正副議長、委員会等の構成メンバーを選任～
　９月19日に開会した定例会初日、議長、副議長を選任しました。
　また、９月21日には各組合等議会議員、常任委員会委員、議会運営委員会委員、多賀城創建
1300年事業調査特別委員会委員、広報特別委員会委員の選任を行いました。

　　　氏　名　　　　　所属会派　
◎中　田　定　行　　日本共産党
○鈴　木　新津男　　自由民主党
　本　間　　　圭　　自由民主党
　千　葉　文　昭　　自由民主党
　根　本　朝　栄　　公明党
　佐　藤　雅　博　　自由民主党
　板　橋　惠　一　　多賀城市民の会
　竹　谷　英　昭　　新世紀クラブ
　森　　　長一郎　　無会派

　市長や教育委員会が行う政策のうち、小中学校の教育、文化芸術の振興、
健康や福祉に関する仕事などを調査し、市民代表の立場からチェックします。

　市の政策のうち、総合計画や財政、産業の振興、税金、生活環境、上・下
水道のことなどに関する仕事を調査し、市民代表の立場からチェックします。
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◎齋　藤　裕　子　　公明党
○昌　浦　泰　已　　市民クラブ
　峪　　　道　子　　日本共産党
　伊　藤　真　弓　　日本共産党
　池　田　　　純　　
　大　内　裕　太　　自由民主党
　大　場　和　晃　　自由民主党
　阿　部　正　幸　　公明党
　米　澤　まき子　　自由民主党

多賀城の未来を
照らす会

◎委員長　○副委員長

◎委員長　○副委員長
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新議員18人 を紹介します

❸ 池
い け だ

田　純
じゅん

① 多賀城の未来を照らす会
② 浮島 1-7-10
③ 080-5732-9401
④ １回

議席番号　氏名
①所属会派
②住所
③連絡先
④当選回数

❾ 阿
あ べ

部　正
まさゆき

幸
①公明党多賀城市議団
②町前 2-1-10-603
③ 781-8577
④４回

⓯ 板
いたばし

橋　惠
けいいち

一
①多賀城市民の会
②笠神 1-12-30
③ 362-8434
④７回

❷ 伊
い と う

藤　真
ま ゆ み

弓
①日本共産党多賀城市議団
②伝上山 2-10-21
③ 080-3141-3849
④１回

❽ 中
な か だ

田　定
さだゆき

行
①日本共産党多賀城市議団
②東田中 1-14-14
③ 368-1338
④３回

⓮ 米
よねざわ

澤　まき子
こ

①自由民主党多賀城市議団
②大代 2-4-15
③ 090-3121-0524
④５回

❶ 峪
さこ

　道
み ち こ

子
①日本共産党多賀城市議団
②中央 3-25-7
③ 090-2992-1175
④１回

❼ 千
ち ば

葉　文
ふみあき

昭
①自由民主党多賀城市議団
②中央 3-13-16
③ 090-3504-6405
④１回

⓭ 鈴
す ず き

木　新
し ず お

津男
①自由民主党多賀城市議団
②高橋 2-5-31
③ 368-5794
④３回

任期:令和5年9月11日~令和9年9月10日

新議員18人 を紹介します
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新議員18人 を紹介します

❻ 本
ほ ん ま

間　圭
けい

①自由民主党多賀城市議団
②中央 2-13-29
③ 080-5019-0001
④１回

⓬ 佐
さ と う

藤　雅
まさひろ

博
①自由民主党多賀城市議団
②市川字大畑 12
③ 368-0080
④３回

⓲ 森
もり

　長
 ちょういちろう

一郎
①無会派
②下馬 4-1-25
③ 364-3802
④７回

❺ 大
お お ば

場　和
かずあき

晃
①自由民主党多賀城市議団
②八幡 3-14-29
③ 080-3339-5508
④１回

⓫ 齋
さいとう

藤　裕
ゆ う こ

子
①公明党多賀城市議団
②中央 2-24-54
③ 368-7913
④３回

⓱ 竹
た け や

谷　英
ひであき

昭
①新世紀クラブ
②城南 2-12-2
③ 368-7878
④ 13 回

❹ 大
おおうち

内　裕
ゆ う た

太
①自由民主党多賀城市議団
②山王字北寿福寺 29-15
③ 090-3644-3092
④１回

❿ 根
ね も と

本　朝
あ さ え

栄
①公明党多賀城市議団
②新田字後 7
③ 368-8348
④８回

⓰ 昌
まさうら

浦　泰
や す み

已
①市民クラブ
②東田中 2-40-27-1003
③ 309-3824
④９回

新議員18人 を紹介します
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令和４年度決算を認定  ～多賀城創建1300年へ     
　つなぐ・つなげる～

令和４年度決算を認定  ～多賀城創建1300年へ     
　つなぐ・つなげる～

　第３回定例会では、第六次多賀城市総合計画の２年度目となる令和４年度における各会計決算の審査
を行いました。
　コロナ禍にあって、市民生活の安心安全な生活を確保するために行った各種施策を総括し、地域経済の
活性化や災害対策、乳幼児から高齢者までの幅広い健康福祉対策、来る多賀城創建1300年に向けた記念
関連事業など、よりよいまちづくりのための議論を行いました。

令和４年度に実施された主な事業
（◎第六次多賀城市総合計画における７つの政策分野）

政策１　みんなの力で減災　安全で安心
　に暮らせるまちづくり(安全安心）
　・地域防災計画・ハザードマップ改定事業
　・市庁舎耐震対策等事業
　・防災情報管理事業
　
政策２　健やかで優しい　支え合いの
　あるまちづくり(健康福祉)　
　・妊産婦・乳児一般健康診査等事業
　・子ども医療費助成事業
　・教育・保育施設等整備推進事業
　・公営住宅ストック総合事業事業

政策３　夢と希望が輝く　誰もが成長
　できるまちづくり(教育文化)
　・小中学校施設維持管理事業
　・小中学校ＩＣＴ整備事業
　・文化センター改修事業
　・特別史跡多賀城跡復元整備事業

政策４　都市と自然の環境調和　快適
　で潤いのあるまちづくり(生活環境)
　・中央公園魅力創造事業
　・道路維持管理事業
　・雨水施設ストックマネジメント事業
　・浸水対策下水道整備事業

政策５　地域の資源と知恵をいかす　
　活気あふれるまちづくり(産業活気)
・大区画ほ場整備促進事業
・農地活用次世代型農業促進事業
・創業支援事業(多賀城みらい塾)

政策６　地域の未来を共に創る　絆と
　誇りを築くまちづくり(地域創生)
　・地域経営基盤構築事業
・多賀城の若者　みらい創造事業
・多賀城創建1300年記念関連事業

政策７　縮減社会への対応　持続可能
　な行財政経営(行財政経営)
・下水道事業経営健全化事業(汚水)
・デジタル行政推進事業

令和４年度に行った新型コロナウイルス感染症及び物価高騰対策関連事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(総額1,491,256千円)の主なもの

令和４年度に復元された多賀城南門

1　感染拡大の防止 ……………………………………………………… 515,817千円
　　・新型コロナウイルス予防接種事業 …………………………………… 383,940千円 など
2　雇用の維持と事業の継続 ……………………………………………57,528千円
　　・第2期事業活動応援特別支援金支給事業 ………………………………… 48,458千円 など
3　市民生活の支援 ……………………………………………………… 481,379千円
　　・低所得子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金給付事業 76,690千円
　　・割増商品券発行事業 …………………………………………………… 168,425千円 など　　　
4　経済活動の回復(物価高騰対策を含む) …………………………… 436,532千円
　　・電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金支給事業 ………… 265,702千円
　　・子育て応援臨時給付金給付事業 ……………………………………… 161,100千円
　　・住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業 …………… 102,219千円 など
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・創業支援事業(多賀城みらい塾)

政策６　地域の未来を共に創る　絆と
　誇りを築くまちづくり(地域創生)
　・地域経営基盤構築事業
・多賀城の若者　みらい創造事業
・多賀城創建1300年記念関連事業

政策７　縮減社会への対応　持続可能
　な行財政経営(行財政経営)
・下水道事業経営健全化事業(汚水)
・デジタル行政推進事業

令和４年度に行った新型コロナウイルス感染症及び物価高騰対策関連事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(総額1,491,256千円)の主なもの

令和４年度に復元された多賀城南門

1　感染拡大の防止 ……………………………………………………… 515,817千円
　　・新型コロナウイルス予防接種事業 …………………………………… 383,940千円 など
2　雇用の維持と事業の継続 ……………………………………………57,528千円
　　・第2期事業活動応援特別支援金支給事業 ………………………………… 48,458千円 など
3　市民生活の支援 ……………………………………………………… 481,379千円
　　・低所得子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金給付事業 76,690千円
　　・割増商品券発行事業 …………………………………………………… 168,425千円 など　　　
4　経済活動の回復(物価高騰対策を含む) …………………………… 436,532千円
　　・電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金支給事業 ………… 265,702千円
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　　・住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業 …………… 102,219千円 など

一般会計及び特別会計決算
区　　分 歳入決算額 歳出決算額 差し引き額

一般 27,682,226,336 25,691,193,644 1,991,032,692
特
別
会
計

国民健康保険 5,411,705,597 5,405,276,561 6,429,036
後期高齢者医療 721,060,874 717,029,626 4,031,248

介護保険 4,301,651,859 4,218,166,058 83,485,801
合計 38,116,644,666 36,031,665,889 2,084,978,777

財政状況
区　　分 令和 4 年度 令和 3 年度 備　　考

財政力指数 0.70 0.71 「1」に近いほどあるいは「1」を超えるほど財政力がある
経常収支比率 99.3% 96.0% 80% を超えると財政構造の弾力性が失われつつある
公債費比率 6.3% 4.6% 10% を超さないことが望ましい

※本市の経常収支比率は、東日本大震災以降特に高い水準となっていましたが、令和２年度以降は 100％を切る数値となっています。

財政健全化判断比率（水道、下水道会計を除く）
区　分 令和４年度 令和３年度 早期健全化基準 備　考

実質赤字比率 － － 12.94% 黒字のため「－」表示
連結実質赤字比率 － － 17.94% 黒字のため「－」表示
実質公債費比率 3.6% 3.9% 25%
将来負担比率 － － 350% 充当可能財源等の額が将来負担額を上

回り負の値になるため「－」表示
※早期健全化基準は、早期健全化・再生の必要性を判断するための基準であり、この基準以上である場合には、当該健全化判断比率を
公表した年度の末日までに「財政健全化計画」を定めなければなりません。

水道事業会計決算
区　　分 収　　入 支　　出 差し引き額

収益的収支（消費税など含み） 1,804,536,435 1,520,970,790 283,565,645
資本的収支（消費税など込み） 177,904,551 515,083,896 − 337,179,345

※資本的収支不足額は、過年度損益勘定留保資金などで補填しました。

下水道事業会計決算
区　　分 収　　入 支　　出 差し引き額

収益的収支（消費税など含み） 3,107,041,287 2,913,965,199 193,076,088
資本的収支（消費税など込み） 1,058,818,551 2,042,735,515 − 983,916,964

※資本的収支不足額は、当年度損益勘定留保資金などで補填しました。

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）
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1
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

令和 5 年 12 月 31 日をもって任期満了となる鈴木たけの委員を再任するもの。

2
教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

令和 5 年 9 月 30 日をもって任期満了となる樋渡奈奈子委員の後任に大井知教氏を任命するもの。

3
監査委員の選任につき同意を求めることについて

令和 5 年 9 月 10 日をもって任期満了となる板橋惠一委員の後任に根本朝栄議員を選任するもの。

4
職員の給与に関する条例及び企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例について

新型インフルエンザ等対策特別措置法等の改正に伴い、字句の修正など所要の改正を行うもの。

5

多賀城市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例について

就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律の改正に伴い、引用条項の整理
のため、所要の改正を行うもの。

6
工事請負契約の締結について

令和 5 年度多賀城市防災行政無線（同報系）再構築工事について、工事請負契約を締結するもの。

7

工事請負変更契約の締結について

令和 5 年度山王小学校校舎増築工事に係る地質調査の結果により、地盤改良の工法などを変更する必要
が生じたことから、増額変更契約を締結するもの。

8

令和 4 年度多賀城市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

令和 4 年度多賀城市水道事業会計未処分利益剰余金について、減債積立金および建設改良積立金として
積み立て並びに組入資本金へ組み入れるもの。

9

令和 4 年度多賀城市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

令和 4 年度多賀城市下水道事業会計未処分利益剰余金について、減債積立金として積み立ておよび組入
資本金へ組み入れるもの。

10 令和 4 年度多賀城市一般会計決算及び各特別会計決算の認定について

11 令和４年度多賀城市水道事業会計決算の認定について

12 令和４年度多賀城市下水道事業会計決算の認定について

市長が提出した議案

　今定例会では、人事３件、条例２件、補正予算５件、契約 2件、決算認定３件などの審
議を行いました。

第 3回　定 例 会 結 果
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13
令和５年度多賀城市一般会計補正予算 ( 第４号 )

山王小学校校舎増築工事に係る学校環境整備事業の増額補正を行うもの。

14
令和５年度多賀城市一般会計補正予算 ( 第５号 )

市営大代住宅解体設計業務に係る公営住宅ストック総合改善事業および天真小学校斜面危険度判定調査業
務に係る学校環境整備事業などの増額補正を行うもの。

15
令和５年度多賀城市後期高齢者医療特別会計補正予算 ( 第１号 )

後期高齢者医療広域連合納付金の増額補正などを行うもの。

16
令和５年度多賀城市介護保険特別会計補正予算 ( 第１号 )

令和４年度実績に基づく介護保険給付費などの国・県などへの精算返還金の増額補正などを行うもの。

17
令和５年度多賀城市下水道事業会計補正予算 ( 第１号 )

中央雨水ポンプ場（増設棟）電気設備改築工事に係る債務負担行為の追加を行うもの。

●委員会付託・審査結果
　【４, ６】・・・総務産業常任委員会（可決）　【５】・・・文教厚生常任委員会（可決）　
　【８, ９,10,11,12】・・・決算特別委員会（可決、認定）　　【14,15,16,17】・・・予算特別委員会（可決）

　陳　情
●令和６年度理科教育設備整備費等補助金予算計上についてのお願い
●物価及び原油価格高騰、製造及び物流などのコスト高、人材不足及び高齢化並びに賃金引上げ
　など構造変化に対応した経済対策についての要望						    

第 3 回定例会　表決一覧
各議員が出した結論は

案
件
等
の
番
号

自由民主党 日本共産党 公明党 未来 多 市 新
審
議
結
果

大
内　
裕
太

大
場　
和
晃

本
間　
　
圭

千
葉　
文
昭

佐
藤　
雅
博

鈴
木
新
津
男

米
澤
ま
き
子

峪　
　
道
子

伊
藤　
真
弓

中
田　
定
行

阿
部　
正
幸

根
本　
朝
栄

齋
藤　
裕
子

池
田　
　
純

板
橋　
惠
一

昌
浦　
泰
已

竹
谷　
英
昭

森　
長
一
郎

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※

意見なし同意

2・3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

4〜6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 原案可決

8・9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

10〜12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

13〜17 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
　表示の説明　賛成は○　反対は×　欠は欠席　　　　
　※ 森　議長は公正中立の立場から表決に加わらず、無会派になります。
　会派名　自由民主党＝自由民主党多賀城市議団　日本共産党＝日本共産党多賀城市議団
　　　　　公明党＝公明党多賀城市議団　未来＝多賀城の未来を照らす会　多＝多賀城市民の会　市＝市民クラブ　新＝新世紀クラブ
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学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
の
食
材
料
の
う
ち
、
本

市
産
の
食
材
料
の
調
達
割
合
は
ど
う

で
す
か
。12

品
目
を
市
内
か
ら
調
達
し
て
お
り
、

調
達
割
合
は
10・２
％
で
す
。

他
県
で
、
給
食
調
理
業
者
が
物
価
高

騰
等
で
経
営
破
綻
し
、
給
食
が
提
供

で
き
な
く
な
っ
た
例
が
あ
り
ま
し
た
が
、
本

市
の
給
食
調
理
委
託
先
業
者
か
ら
、
物
価
高

騰
な
ど
で
の
委
託
費
増
額
の
相
談
は
な
か
っ

た
で
す
か
。

そ
の
よ
う
な
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
業
者
か
ら
相
談
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

● 

決
算
特
別
委
員
会

決
算
分
析
主
要
指
標（
令
和
４
年
度
決
算

に
係
る
経
常
収
支
比
率
）に
つ
い
て

経
常
収
支
比
率
は
何
％
で
す
か
。

99・３
％
で
、
前
年
度
比
３・３
ポ
イ

ン
ト
の
増
加
で
す
。

こ
の
数
字
を
ど
の
よ
う
に
分
析
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

経
常
収
支
比
率
は
、
地
方
財
政
の
弾

力
性
を
端
的
に
示
し
て
い
る
比
率
と

し
て
、
一
般
的
に
80
％
以
下
が
健
全
な
自
治

体
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
全
国
的
な
地
方

債
の
増
加
や
高
齢
化
社
会
で
あ
る
現
代
に
あ

っ
て
は
、
公
債
費
や
扶
助
費
な
ど
義
務
的
経

費
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
ボ
ー
ダ
ー
と
さ

れ
て
い
る
80
％
ま
で
下
げ
る
と
い
う
の
は
、

現
実
的
に
困
難
な
状
況
で
す
。

経
常
収
支
比
率
を
下
げ
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

自
主
財
源
で
あ
る
市
税
な
ど
の
課
税
、

滞
納
対
策
も
含
め
て
適
切
に
行
い
、

新
た
な
財
源
を
引
き
続
き
模
索
し
て
い
く
こ

と
。
ま
た
、
義
務
的
経
費
の
支
出
抑
制
に
も

努
め
て
い
く
こ
と
。
経
常
収
支
比
率
を
短
期

間
で
大
幅
に
下
げ
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、

少
し
ず
つ
下
げ
て
い
く
取
り
組
み
を
行
う
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
が
じ
ょ
う
心
の
ケ
ア
教
育
相
談

事
業
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
の
不
登
校
児
童
・
生
徒

数
を
伺
い
ま
す
。

小
学
校
66
名
、
中
学
校
１
０
９
名
で
、

前
年
度
比
で
１・２
４
倍
増
加
し
て

い
ま
す
。増

加
の
要
因
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
ま
す
か
。
　

個
々
に
様
々
な
要
因
が
あ
り
、
集
団

に
不
適
応
、
家
庭
内
の
状
況
や
学
習

面
に
困
難
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
要
因
と
と

ら
え
て
い
ま
す
。

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
は
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
。

※

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援…

積
極
的
に
対
象
者

の
い
る
場
所
に
出
向
い
て
働
き
か
け
る
こ

と
に
よ
る
支
援

令
和
４
年
度
か
ら
業
務
委
託
を
し
て

お
り
、
48
件
の
相
談
支
援
を
行
い
ま

し
た
。
家
か
ら
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど

の
児
童
、
生
徒
の
意
思
を
大
切
に
し
、
連
絡

を
取
り
合
い
関
係
性
を
築
き
な
が
ら
、
社
会

と
つ
な
が
る
方
向
性
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

学
校
以
外
の
多
様
な
学
び
の
出
席
扱

い
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
ま
す
か
。

文
部
科
学
省
の
指
針
に
基
づ
く
、
民

間
機
関
で
の
通
所
、
自
宅
で
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
で
の
学
習
な
ど
に
つ
い
て
の
要
件
を
満
た

し
、
校
長
が
判
断
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

家
庭
相
談
事
業
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
の
本
市
の
要
保
護
児
童

の
ケ
ー
ス
総
数
と
終
結
件
数
は
ど
う

で
す
か
。ケ

ー
ス
総
数
78
人
の
う
ち
、
終
結
数

は
16
人
で
、
終
結
率
は
20・５
％
で

す
。
児
童
福
祉
機
関
や
教
育
機
関
、
保
健
医

療
機
関
、
地
域
団
体
、
人
権
擁
護
機
関
、
警

察
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
」
で
ケ
ー
ス
の
状
況
を
共
有
し
、

連
携
し
て
対
応
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
内
容
は

ど
う
で
す
か
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
周
知
、
啓
発
に

力
を
入
れ
て
行
き
た
く
、
昨
年
度
は

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
学
校
な
ど
と
も

連
携
し
な
が
ら
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
早
期

発
見
や
対
応
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
児
童
虐
待
の
件
数
と

対
応
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
。

本
市
受
付
分
は
１
４
４
件
で
、
受
付

か
ら
48
時
間
以
内
に
児
童
の
安
全
を

現
認
し
た
上
で
、
養
護
者
の
話
も
聞
き
、
重

篤
な
場
合
に
は
、
児
童
相
談
所
に
も
援
助
依

頼
や
送
致
を
し
て
い
ま
す
。

防
災
情
報
管
理
事
業
に
つ
い
て

防
災
情
報
ア
プ
リ
の
登
録
者
数
を
伺

い
ま
す
。

令
和
５
年
３
月
末
で
６
，８
３
０
人

と
な
っ
て
お
り
、現
在
は
７
，０
０
０

人
を
超
え
て
い
ま
す
。

防
災
ア
プ
リ
の
効
果
を
伺
い
ま
す
。

ア
プ
リ
の
開
始
か
ら
半
年
で
、
約
７
，

０
０
０
人
の
方
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
市
外
の
方
々
に
も
情

報
を
受
け
取
っ
て
い
た
だ
け
る
効
果
が
あ
り

ま
す
。

ア
プ
リ
の
活
用
が
で
き
な
い
方
に
対

し
て
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
の
整
備
、
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
、
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送

の
活
用
を
周
知
し
て
い
ま
す
。

質答質答答

答 質 答 質答 質

答答 質 質答 質

市議会では、市長の提出案件が市民の生活へどのように寄与するのか、
ひとつひとつ質疑を通して議論を重ね、採決に臨みます。
第３回定例会では、決算特別委員会において、市当局との間で主に次の
ような質疑応答が行われました。

妊
婦
出
産
支
援
事
業
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
新
規
事
業
「
お
口
か
ら

は
じ
め
る
健
康
づ
く
り
」
の
妊
婦
歯

科
健
診
受
診
率
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

分
析
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

受
診
率
は
50・４
％
で
、
近
隣
市
町

と
比
較
す
る
と
高
い
数
字
と
な
っ
て

お
り
、
集
団
健
診
か
ら
個
別
健
診
に
移
行
し

た
こ
と
に
よ
る
効
果
は
大
き
い
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

妊
婦
歯
科
健
診
に
限
ら
ず
、
口
腔
ケ

ア
の
重
要
性
や
、「
お
口
か
ら
は
じ
め

る
健
康
づ
く
り
」
の
名
称
も
多
世
代
へ
幅
広

く
伝
え
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
、
令

和
４
年
度
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
と
な
り

ま
し
た
か
。

令
和
４
年
度
か
ら
始
め
た
事
業
で
す

が
、
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
口
腔
ケ
ア
の
重
要
性
や
、
セ
ル
フ
ケ

ア
の
ポ
イ
ン
ト
を
記
載
し
た
チ
ラ
シ
を
関
係

団
体
や
市
内
の
企
業
な
ど
に
配
布
す
る
と
と

も
に
、
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

公
立
保
育
所
運
営
管
理
事
業
に
つ
い
て

公
立
保
育
所
の
定
員
２
４
０
人
に
対

し
て
、
入
所
数
１
４
５
人
と
少
な
い

の
は
な
ぜ
で
す
か
。

一
つ
目
の
理
由
と
し
て
、
民
間
保
育

所
は
在
園
児
の
人
数
に
応
じ
て
、
国
、

県
及
び
市
か
ら
保
育
園
の
運
営
費
と
な
る
給

付
金
が
給
付
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
民
間
保
育

所
を
優
先
し
て
調
整
し
て
い
ま
す
。
二
つ
目

は
、
少
子
化
の
加
速
が
あ
り
ま
す
。
本
市
の

出
生
数
が
年
々
減
っ
て
い
て
、
平
成
27
年
の

年
間
６
３
３
人
に
対
し
て
、
令
和
４
年
は
年

間
４
８
３
人
で
１
５
０
人
の
減
で
す
。

県
内
で
何
番
目
に
待
機
児
童
が
多
い

の
で
す
か
。

一
番
多
い
自
治
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
10
月
で
の
待
機
児
童
数
お

よ
び
年
齢
別
内
訳
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

０
歳
児
16
人
、
１
歳
児
11
人
、
２
歳

児
４
人
、
３
歳
児
１
人
の
合
計
32
人

で
す
。

待
機
児
童
ゼ
ロ
に
も
っ
て
い
く
こ
と

が
大
事
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

市
域
を
超
え
た
受
け
入
れ
は
可
能
で
す
か
。

制
度
上
、
認
可
保
育
所
な
ど
へ
の
入

所
は
、
住
所
地
の
施
設
に
入
所
す
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
住
所
地
以
外
で

は
、
認
可
外
保
育
所
へ
の
入
所
が
可
能
で
す
。

質

答

…質問

…回答

議論の足跡議論の足跡
あし　　　あと

質

答答 答

答質 質答 質

質答 質 質質

質 答答

答 質答

質

▲学校給食センター(ドリームランチ多賀城)

質質 答答

▲
多
賀
城
市
防
災
情
報
ア
プ
リ
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学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
の
食
材
料
の
う
ち
、
本

市
産
の
食
材
料
の
調
達
割
合
は
ど
う

で
す
か
。12

品
目
を
市
内
か
ら
調
達
し
て
お
り
、

調
達
割
合
は
10・２
％
で
す
。

他
県
で
、
給
食
調
理
業
者
が
物
価
高

騰
等
で
経
営
破
綻
し
、
給
食
が
提
供

で
き
な
く
な
っ
た
例
が
あ
り
ま
し
た
が
、
本

市
の
給
食
調
理
委
託
先
業
者
か
ら
、
物
価
高

騰
な
ど
で
の
委
託
費
増
額
の
相
談
は
な
か
っ

た
で
す
か
。

そ
の
よ
う
な
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
業
者
か
ら
相
談
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

● 

決
算
特
別
委
員
会

決
算
分
析
主
要
指
標（
令
和
４
年
度
決
算

に
係
る
経
常
収
支
比
率
）に
つ
い
て

経
常
収
支
比
率
は
何
％
で
す
か
。

99・３
％
で
、
前
年
度
比
３・３
ポ
イ

ン
ト
の
増
加
で
す
。

こ
の
数
字
を
ど
の
よ
う
に
分
析
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

経
常
収
支
比
率
は
、
地
方
財
政
の
弾

力
性
を
端
的
に
示
し
て
い
る
比
率
と

し
て
、
一
般
的
に
80
％
以
下
が
健
全
な
自
治

体
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
全
国
的
な
地
方

債
の
増
加
や
高
齢
化
社
会
で
あ
る
現
代
に
あ

っ
て
は
、
公
債
費
や
扶
助
費
な
ど
義
務
的
経

費
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
ボ
ー
ダ
ー
と
さ

れ
て
い
る
80
％
ま
で
下
げ
る
と
い
う
の
は
、

現
実
的
に
困
難
な
状
況
で
す
。

経
常
収
支
比
率
を
下
げ
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

自
主
財
源
で
あ
る
市
税
な
ど
の
課
税
、

滞
納
対
策
も
含
め
て
適
切
に
行
い
、

新
た
な
財
源
を
引
き
続
き
模
索
し
て
い
く
こ

と
。
ま
た
、
義
務
的
経
費
の
支
出
抑
制
に
も

努
め
て
い
く
こ
と
。
経
常
収
支
比
率
を
短
期

間
で
大
幅
に
下
げ
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、

少
し
ず
つ
下
げ
て
い
く
取
り
組
み
を
行
う
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
が
じ
ょ
う
心
の
ケ
ア
教
育
相
談

事
業
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
の
不
登
校
児
童
・
生
徒

数
を
伺
い
ま
す
。

小
学
校
66
名
、
中
学
校
１
０
９
名
で
、

前
年
度
比
で
１・２
４
倍
増
加
し
て

い
ま
す
。増

加
の
要
因
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
ま
す
か
。
　

個
々
に
様
々
な
要
因
が
あ
り
、
集
団

に
不
適
応
、
家
庭
内
の
状
況
や
学
習

面
に
困
難
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
要
因
と
と

ら
え
て
い
ま
す
。

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
は
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
。

※

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援…

積
極
的
に
対
象
者

の
い
る
場
所
に
出
向
い
て
働
き
か
け
る
こ

と
に
よ
る
支
援

令
和
４
年
度
か
ら
業
務
委
託
を
し
て

お
り
、
48
件
の
相
談
支
援
を
行
い
ま

し
た
。
家
か
ら
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど

の
児
童
、
生
徒
の
意
思
を
大
切
に
し
、
連
絡

を
取
り
合
い
関
係
性
を
築
き
な
が
ら
、
社
会

と
つ
な
が
る
方
向
性
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

学
校
以
外
の
多
様
な
学
び
の
出
席
扱

い
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
ま
す
か
。

文
部
科
学
省
の
指
針
に
基
づ
く
、
民

間
機
関
で
の
通
所
、
自
宅
で
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
で
の
学
習
な
ど
に
つ
い
て
の
要
件
を
満
た

し
、
校
長
が
判
断
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

家
庭
相
談
事
業
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
の
本
市
の
要
保
護
児
童

の
ケ
ー
ス
総
数
と
終
結
件
数
は
ど
う

で
す
か
。ケ

ー
ス
総
数
78
人
の
う
ち
、
終
結
数

は
16
人
で
、
終
結
率
は
20・５
％
で

す
。
児
童
福
祉
機
関
や
教
育
機
関
、
保
健
医

療
機
関
、
地
域
団
体
、
人
権
擁
護
機
関
、
警

察
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
」
で
ケ
ー
ス
の
状
況
を
共
有
し
、

連
携
し
て
対
応
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
内
容
は

ど
う
で
す
か
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
周
知
、
啓
発
に

力
を
入
れ
て
行
き
た
く
、
昨
年
度
は

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
学
校
な
ど
と
も

連
携
し
な
が
ら
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
早
期

発
見
や
対
応
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
児
童
虐
待
の
件
数
と

対
応
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
。

本
市
受
付
分
は
１
４
４
件
で
、
受
付

か
ら
48
時
間
以
内
に
児
童
の
安
全
を

現
認
し
た
上
で
、
養
護
者
の
話
も
聞
き
、
重

篤
な
場
合
に
は
、
児
童
相
談
所
に
も
援
助
依

頼
や
送
致
を
し
て
い
ま
す
。

防
災
情
報
管
理
事
業
に
つ
い
て

防
災
情
報
ア
プ
リ
の
登
録
者
数
を
伺

い
ま
す
。

令
和
５
年
３
月
末
で
６
，８
３
０
人

と
な
っ
て
お
り
、現
在
は
７
，０
０
０

人
を
超
え
て
い
ま
す
。

防
災
ア
プ
リ
の
効
果
を
伺
い
ま
す
。

ア
プ
リ
の
開
始
か
ら
半
年
で
、
約
７
，

０
０
０
人
の
方
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
市
外
の
方
々
に
も
情

報
を
受
け
取
っ
て
い
た
だ
け
る
効
果
が
あ
り

ま
す
。

ア
プ
リ
の
活
用
が
で
き
な
い
方
に
対

し
て
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
の
整
備
、
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
、
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送

の
活
用
を
周
知
し
て
い
ま
す
。

質答質答答

答 質 答 質答 質

答答 質 質答 質

市議会では、市長の提出案件が市民の生活へどのように寄与するのか、
ひとつひとつ質疑を通して議論を重ね、採決に臨みます。
第３回定例会では、決算特別委員会において、市当局との間で主に次の
ような質疑応答が行われました。

妊
婦
出
産
支
援
事
業
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
新
規
事
業
「
お
口
か
ら

は
じ
め
る
健
康
づ
く
り
」
の
妊
婦
歯

科
健
診
受
診
率
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

分
析
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

受
診
率
は
50・４
％
で
、
近
隣
市
町

と
比
較
す
る
と
高
い
数
字
と
な
っ
て

お
り
、
集
団
健
診
か
ら
個
別
健
診
に
移
行
し

た
こ
と
に
よ
る
効
果
は
大
き
い
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

妊
婦
歯
科
健
診
に
限
ら
ず
、
口
腔
ケ

ア
の
重
要
性
や
、「
お
口
か
ら
は
じ
め

る
健
康
づ
く
り
」
の
名
称
も
多
世
代
へ
幅
広

く
伝
え
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
、
令

和
４
年
度
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
と
な
り

ま
し
た
か
。

令
和
４
年
度
か
ら
始
め
た
事
業
で
す

が
、
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
口
腔
ケ
ア
の
重
要
性
や
、
セ
ル
フ
ケ

ア
の
ポ
イ
ン
ト
を
記
載
し
た
チ
ラ
シ
を
関
係

団
体
や
市
内
の
企
業
な
ど
に
配
布
す
る
と
と

も
に
、
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

公
立
保
育
所
運
営
管
理
事
業
に
つ
い
て

公
立
保
育
所
の
定
員
２
４
０
人
に
対

し
て
、
入
所
数
１
４
５
人
と
少
な
い

の
は
な
ぜ
で
す
か
。

一
つ
目
の
理
由
と
し
て
、
民
間
保
育

所
は
在
園
児
の
人
数
に
応
じ
て
、
国
、

県
及
び
市
か
ら
保
育
園
の
運
営
費
と
な
る
給

付
金
が
給
付
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
民
間
保
育

所
を
優
先
し
て
調
整
し
て
い
ま
す
。
二
つ
目

は
、
少
子
化
の
加
速
が
あ
り
ま
す
。
本
市
の

出
生
数
が
年
々
減
っ
て
い
て
、
平
成
27
年
の

年
間
６
３
３
人
に
対
し
て
、
令
和
４
年
は
年

間
４
８
３
人
で
１
５
０
人
の
減
で
す
。

県
内
で
何
番
目
に
待
機
児
童
が
多
い

の
で
す
か
。

一
番
多
い
自
治
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
10
月
で
の
待
機
児
童
数
お

よ
び
年
齢
別
内
訳
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

０
歳
児
16
人
、
１
歳
児
11
人
、
２
歳

児
４
人
、
３
歳
児
１
人
の
合
計
32
人

で
す
。

待
機
児
童
ゼ
ロ
に
も
っ
て
い
く
こ
と

が
大
事
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

市
域
を
超
え
た
受
け
入
れ
は
可
能
で
す
か
。

制
度
上
、
認
可
保
育
所
な
ど
へ
の
入

所
は
、
住
所
地
の
施
設
に
入
所
す
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
住
所
地
以
外
で

は
、
認
可
外
保
育
所
へ
の
入
所
が
可
能
で
す
。

質

答

…質問

…回答

議論の足跡議論の足跡
あし　　　あと

質

答答 答

答質 質答 質

質答 質 質質

質 答答

答 質答

質

▲学校給食センター(ドリームランチ多賀城)

質質 答答

▲

多
賀
城
市
防
災
情
報
ア
プ
リ
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現
在
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

今
後
、
耐
用
年
数
の
経
過
に
伴
い
、

管
路
の
老
朽
化
対
策
な
ど
で
増
加
す
る
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。

企
業
債
に
つ
い
て
は
、
ど
う
見
通
し

て
い
ま
す
か
。

現
状
は
減
少
傾
向
で
す
が
、
今
後
、

施
設
の
更
新
需
要
が
高
ま
る
こ
と
か

ら
、
増
加
を
予
測
し
て
い
ま
す
。

汚
水
管
へ
入
り
込
む
不
明
水
に
は
ど

う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
。

管
路
の
カ
メ
ラ
点
検
や
マ
ン
ホ
ー
ル

点
検
を
行
い
、
修
繕
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。

上
水
道
料
金
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
の
損
益
計
算
書
に
お
け

る
決
算
で
は
、
約
２
億
５
千
５
０
０

万
円
の
純
利
益
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
料
金

の
値
下
げ
を
検
討
し
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

給
水
収
益
自
体
は
、
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
経
営
努
力
も
併
せ
て
利
益

を
計
上
で
き
て
い
ま
す
が
、
給
水
人
口
の
減

少
に
よ
り
、
今
後
給
水
収
益
は
下
が
っ
て
い

く
と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
料
金
改
定
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。
当
初
の
予
定
ど
お
り
令

和
６
年
度
ま
で
、
現
行
の
料
金
を
継
続
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

下
水
道
事
業
経
営
健
全
化
事
業(

汚
水)

に
つ
い
て

汚
水
事
業
は
、
約
８
，８
８
７
万
円

の
赤
字
で
す
。
有
収
水
量
や
使
用
料

収
入
の
現
状
と
今
後
の
推
移
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
見
込
ん
で
い
ま
す
か
。

有
収
水
量
と
使
用
料
収
入
は
コ
ロ
ナ

禍
以
前
の
状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
る
状

況
で
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今
後
、
人

口
減
少
に
伴
い
、
と
も
に
減
少
し
て
い
く
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。

建
設
改
良
費
に
つ
い
て
は
、
ど
う
見

通
し
て
い
ま
す
か
。

個
人
番
号
制
度
管
理
運
用
事
業
に

つ
い
てマ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
紐
付
け
誤
り
に
つ

い
て
、
本
市
の
状
況
を
伺
い
ま
す
。

本
市
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方

に
つ
い
て
は
、
住
民
基
本
台
帳
シ
ス

テ
ム
に
正
し
い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
初
め
か
ら

紐
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民
登
録
を
さ
れ

て
い
な
い
方
の
う
ち
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分

か
ら
な
い
方
に
つ
い
て
は
、「
名
前
、
住
所
、

性
別
、
生
年
月
日
」
の
４
情
報
が
そ
ろ
っ
て

い
る
状
態
で
個
人
を
特
定
し
、
紐
付
け
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
回
紐
付
け
誤
り
が
見
つ
か

っ
た
他
の
機
関
で
は
、
４
情
報
が
そ
ろ
っ
て

い
な
い
状
態
で
紐
付
け
作
業
を
行
っ
た
よ
う

で
す
。

地
域
社
会
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
に
つ
い
て

※

Ｄ
Ｘ(

デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン)…

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に

よ
り
、
社
会
や
生
活
の
ス
タ
イ
ル
を
よ
り

良
い
も
の
に
変
革
す
る
こ
と
。

高
橋
東
二
区
町
内
会
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
の
立
ち
上
げ
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
同
町
内
会
が
モ
デ
ル
地
区
に
選
ば
れ

た
経
緯
を
伺
い
ま
す
。

町
内
会
長
が
デ
ジ
タ
ル
を
長
く
活
用

さ
れ
て
い
る
方
で
あ
る
こ
と
を
把
握

し
て
い
た
た
め
、
困
り
事
が
な
い
か
を
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
情
報
共
有
の
即
時
性
や
若
い
方

へ
の
働
き
掛
け
に
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
支

援
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
立
ち
上
げ
後
の
取
り

組
み
は
あ
り
ま
す
か
。

令
和
５
年
３
月
１
日
に
運
用
が
開
始

さ
れ
、
９
月
下
旬
時
点
で
約
１
６
０

人
の
方
が
登
録
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

方
々
に
向
け
て
、
ゴ
ミ
の
回
収
、
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
、
町
内
会
誌
の
発
行
情
報
な
ど
が
プ

ッ
シ
ュ
通
知
で
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
通
学
区
域
適
正
化
事
業
に

つ
い
て小

中
学
校
区
検
討
会
議
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
会
議
で
は
課
題

が
整
理
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

市
内
小
中
学
校
全
域
の
通
学
区
域
適

正
化
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
山
王
小
学
校
区
に
焦
点
を
当

て
進
め
て
い
ま
す
。
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま

す
が
、
整
理
を
進
め
て
い
る
段
階
で
す
。

山
王
小
学
校
区
保
護
者
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
内
容
で
し
た
か
。

令
和
５
年
２
月
17
日
か
ら
３
月
２
日

ま
で
山
王
小
学
校
の
１
年
生
か
ら
４

年
生
ま
で
の
保
護
者
と
未
就
学
児
の
保
護
者

を
対
象
に
行
い
ま
し
た
。
全
体
で
は
、
34・

８
％
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
の
傾
向
と
し
て
は
、
就
学
児
と
未

就
学
児
の
保
護
者
と
で
は
、
通
学
区
域
の
再

編
に
対
す
る
回
答
の
傾
向
が
異
な
り
、
未
就

学
児
の
保
護
者
は
、
通
学
区
域
の
再
編
に
賛

成
す
る
方
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
保
護
者
に
示

す
こ
と
、
そ
れ
も
働
い
て
い
る
保
護

者
の
立
場
を
考
え
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
多
く
し

て
説
明
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
い

の
で
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

カ
所
、
Ｂ
「
や
や
劣
化
し
て
い
る
」
33
カ
所
、

Ｃ
「
修
繕
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
」
１
４
２

カ
所
、
Ｄ
「
異
常
が
あ
り
早
急
に
使
用
禁

止
」
２
カ
所
で
す
。

使
用
禁
止
の
場
所
は
、
ど
の
よ
う
に

な
り
ま
す
か
。

修
繕
、
改
修
は
、
１
、
２
年
か
け
て

対
応
し
て
い
ま
す
。

公
園
草
刈
り
業
務
の
内
容
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

市
内
に
は
、
約
１
８
０
カ
所
の
公
園

が
あ
り
、
地
区
に
年
１
回
、
面
積×

10
円
＋
１
万
円
の
報
奨
金
を
支
払
い
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
の
下
管
理
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
含
め
た
現
在
の

検
討
内
容
な
ど
を
、
住
民
や
保
護
者

の
方
々
に
対
し
説
明
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
、
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

公
園
維
持
管
理
事
業
に
つ
い
て

公
園
遊
具
点
検
は
、
５
２
５
カ
所
す

べ
て
行
っ
て
い
ま
す
か
。

す
べ
て
の
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

危
険
遊
具
の
改
修
、
公
園
施
設
の
修

繕
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

年
に
一
度
、
専
門
業
者
に
点
検
し
て

も
ら
い
、
４
段
階
に
判
定
し
て
い
ま

す
。
Ａ
「
健
全
で
改
修
の
必
要
が
な
い
」
48

質 質答質答

質 質答答質答

質答

質質 答

答質答質答

質答

答

質質 答答

質質答 答

▲山王小学校(大規模改修前)

▲令和４年度に設置した「市役所前公園」の遊具

受
益
者
負
担
の
観
点
か
ら
下
水
道
使

用
料
の
改
定
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

経
費
回
収
率
１
０
０
％
を
目
指
す
べ

き
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
経
営
の
効

率
化
に
よ
る
経
費
削
減
に
取
り
組
み
つ
つ
、

事
業
を
取
り
巻
く
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

適
切
な
使
用
料
に
つ
い
て
検
証
し
て
ま
い
り

ま
す
。
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現
在
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

今
後
、
耐
用
年
数
の
経
過
に
伴
い
、

管
路
の
老
朽
化
対
策
な
ど
で
増
加
す
る
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。

企
業
債
に
つ
い
て
は
、
ど
う
見
通
し

て
い
ま
す
か
。

現
状
は
減
少
傾
向
で
す
が
、
今
後
、

施
設
の
更
新
需
要
が
高
ま
る
こ
と
か

ら
、
増
加
を
予
測
し
て
い
ま
す
。

汚
水
管
へ
入
り
込
む
不
明
水
に
は
ど

う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
。

管
路
の
カ
メ
ラ
点
検
や
マ
ン
ホ
ー
ル

点
検
を
行
い
、
修
繕
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。

上
水
道
料
金
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
の
損
益
計
算
書
に
お
け

る
決
算
で
は
、
約
２
億
５
千
５
０
０

万
円
の
純
利
益
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
料
金

の
値
下
げ
を
検
討
し
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

給
水
収
益
自
体
は
、
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
経
営
努
力
も
併
せ
て
利
益

を
計
上
で
き
て
い
ま
す
が
、
給
水
人
口
の
減

少
に
よ
り
、
今
後
給
水
収
益
は
下
が
っ
て
い

く
と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
料
金
改
定
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。
当
初
の
予
定
ど
お
り
令

和
６
年
度
ま
で
、
現
行
の
料
金
を
継
続
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

下
水
道
事
業
経
営
健
全
化
事
業(

汚
水)

に
つ
い
て

汚
水
事
業
は
、
約
８
，８
８
７
万
円

の
赤
字
で
す
。
有
収
水
量
や
使
用
料

収
入
の
現
状
と
今
後
の
推
移
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
見
込
ん
で
い
ま
す
か
。

有
収
水
量
と
使
用
料
収
入
は
コ
ロ
ナ

禍
以
前
の
状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
る
状

況
で
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今
後
、
人

口
減
少
に
伴
い
、
と
も
に
減
少
し
て
い
く
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。

建
設
改
良
費
に
つ
い
て
は
、
ど
う
見

通
し
て
い
ま
す
か
。

個
人
番
号
制
度
管
理
運
用
事
業
に

つ
い
てマ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
紐
付
け
誤
り
に
つ

い
て
、
本
市
の
状
況
を
伺
い
ま
す
。

本
市
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方

に
つ
い
て
は
、
住
民
基
本
台
帳
シ
ス

テ
ム
に
正
し
い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
初
め
か
ら

紐
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民
登
録
を
さ
れ

て
い
な
い
方
の
う
ち
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分

か
ら
な
い
方
に
つ
い
て
は
、「
名
前
、
住
所
、

性
別
、
生
年
月
日
」
の
４
情
報
が
そ
ろ
っ
て

い
る
状
態
で
個
人
を
特
定
し
、
紐
付
け
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
回
紐
付
け
誤
り
が
見
つ
か

っ
た
他
の
機
関
で
は
、
４
情
報
が
そ
ろ
っ
て

い
な
い
状
態
で
紐
付
け
作
業
を
行
っ
た
よ
う

で
す
。

地
域
社
会
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
に
つ
い
て

※

Ｄ
Ｘ(

デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン)…

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に

よ
り
、
社
会
や
生
活
の
ス
タ
イ
ル
を
よ
り

良
い
も
の
に
変
革
す
る
こ
と
。

高
橋
東
二
区
町
内
会
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
の
立
ち
上
げ
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
同
町
内
会
が
モ
デ
ル
地
区
に
選
ば
れ

た
経
緯
を
伺
い
ま
す
。

町
内
会
長
が
デ
ジ
タ
ル
を
長
く
活
用

さ
れ
て
い
る
方
で
あ
る
こ
と
を
把
握

し
て
い
た
た
め
、
困
り
事
が
な
い
か
を
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
情
報
共
有
の
即
時
性
や
若
い
方

へ
の
働
き
掛
け
に
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
支

援
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
立
ち
上
げ
後
の
取
り

組
み
は
あ
り
ま
す
か
。

令
和
５
年
３
月
１
日
に
運
用
が
開
始

さ
れ
、
９
月
下
旬
時
点
で
約
１
６
０

人
の
方
が
登
録
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

方
々
に
向
け
て
、
ゴ
ミ
の
回
収
、
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
、
町
内
会
誌
の
発
行
情
報
な
ど
が
プ

ッ
シ
ュ
通
知
で
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
通
学
区
域
適
正
化
事
業
に

つ
い
て小

中
学
校
区
検
討
会
議
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
会
議
で
は
課
題

が
整
理
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

市
内
小
中
学
校
全
域
の
通
学
区
域
適

正
化
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
山
王
小
学
校
区
に
焦
点
を
当

て
進
め
て
い
ま
す
。
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま

す
が
、
整
理
を
進
め
て
い
る
段
階
で
す
。

山
王
小
学
校
区
保
護
者
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
内
容
で
し
た
か
。

令
和
５
年
２
月
17
日
か
ら
３
月
２
日

ま
で
山
王
小
学
校
の
１
年
生
か
ら
４

年
生
ま
で
の
保
護
者
と
未
就
学
児
の
保
護
者

を
対
象
に
行
い
ま
し
た
。
全
体
で
は
、
34・

８
％
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
の
傾
向
と
し
て
は
、
就
学
児
と
未

就
学
児
の
保
護
者
と
で
は
、
通
学
区
域
の
再

編
に
対
す
る
回
答
の
傾
向
が
異
な
り
、
未
就

学
児
の
保
護
者
は
、
通
学
区
域
の
再
編
に
賛

成
す
る
方
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
保
護
者
に
示

す
こ
と
、
そ
れ
も
働
い
て
い
る
保
護

者
の
立
場
を
考
え
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
多
く
し

て
説
明
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
い

の
で
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

カ
所
、
Ｂ
「
や
や
劣
化
し
て
い
る
」
33
カ
所
、

Ｃ
「
修
繕
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
」
１
４
２

カ
所
、
Ｄ
「
異
常
が
あ
り
早
急
に
使
用
禁

止
」
２
カ
所
で
す
。

使
用
禁
止
の
場
所
は
、
ど
の
よ
う
に

な
り
ま
す
か
。

修
繕
、
改
修
は
、
１
、
２
年
か
け
て

対
応
し
て
い
ま
す
。

公
園
草
刈
り
業
務
の
内
容
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

市
内
に
は
、
約
１
８
０
カ
所
の
公
園

が
あ
り
、
地
区
に
年
１
回
、
面
積×

10
円
＋
１
万
円
の
報
奨
金
を
支
払
い
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
の
下
管
理
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
含
め
た
現
在
の

検
討
内
容
な
ど
を
、
住
民
や
保
護
者

の
方
々
に
対
し
説
明
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
、
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

公
園
維
持
管
理
事
業
に
つ
い
て

公
園
遊
具
点
検
は
、
５
２
５
カ
所
す

べ
て
行
っ
て
い
ま
す
か
。

す
べ
て
の
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

危
険
遊
具
の
改
修
、
公
園
施
設
の
修

繕
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

年
に
一
度
、
専
門
業
者
に
点
検
し
て

も
ら
い
、
４
段
階
に
判
定
し
て
い
ま

す
。
Ａ
「
健
全
で
改
修
の
必
要
が
な
い
」
48
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▲山王小学校(大規模改修前)

▲令和４年度に設置した「市役所前公園」の遊具

受
益
者
負
担
の
観
点
か
ら
下
水
道
使

用
料
の
改
定
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

経
費
回
収
率
１
０
０
％
を
目
指
す
べ

き
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
経
営
の
効

率
化
に
よ
る
経
費
削
減
に
取
り
組
み
つ
つ
、

事
業
を
取
り
巻
く
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

適
切
な
使
用
料
に
つ
い
て
検
証
し
て
ま
い
り

ま
す
。
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令
和
４
年
度
は
、
将
来
都
市
像
と
し

て
掲
げ
た
「
日
々
の
よ
ろ
こ
び
ふ
く
ら

む
ま
ち　
史
都　
多
賀
城
」
の
実
現
に

向
け
「
チ
ル
ド
レ
ン
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の

考
え
の
も
と
庁
内
一
丸
と
な
り
事
業
展

開
し
て
き
ま
し
た
。
本
市
財
政
の
根
幹

と
な
る
市
税
収
入
に
つ
い
て
は
、
約

８
３
億
８
千
８
８
５
万
と
な
り
、
前
年

度
よ
り
約
２
億
円
の
増
収
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
も
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
猛

威
に
悩
ま
さ
れ
た
１
年
で
し
た
。
塩
釜

医
師
会
と
連
携
し
、
市
内
各
医
療
機
関

な
ど
で
市
民
に
延
べ
６
２
，
２
３
５
回

の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
行
っ
て

い
た
だ
き
、
市
民
の
健
康
維
持
に
努
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
各
種
支

援
金
の
支
給
や
割
増
商
品
券
発
行
事
業

な
ど
に
よ
り
、
市
民
生
活
の
支
援
に
大

き
な
効
果
を
上
げ
た
も
の
と
評
価
し
て

い
ま
す
。

　
鶴
ヶ
谷
保
育
園
の
認
定
こ
ど
も
園
移

行
に
伴
う
施
設
整
備
へ
の
補
助
を
行
い

ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
園
舎
が
完
成
し
、

子
供
た
ち
も
の
び
の
び
と
過
ご
す
こ
と

が
で
き
、
待
機
児
童
の
解
消
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
は
、
令
和

４
年
10
月
か
ら
所
得
制
限
を
撤
廃
し
、

子
供
た
ち
は
等
し
く
医
療
費
助
成
事
業

を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　
小
中
学
校
通
学
区
域
適
正
化
事
業
で

は
、
児
童
数
増
加
の
山
王
小
学
校
が
過

大
校
に
な
ら
な
い
よ
う
、
一
歩
進
め
て

検
討
を
重
ね
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
結
論
を
導

い
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
す
。

　
多
賀
城
南
門
が
完
成
し
、
現
在
は
築

地
塀
の
復
元
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
周
辺
整
備
も
着
々
と
進
め
ら
れ
、

創
建
１
３
０
０
年
記
念
事
業
が
、
国
を

挙
げ
て
の
事
業
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　
大
区
画
ほ
場
整
備
促
進
事
業
は
、
長

き
に
わ
た
る
事
業
が
完
了
し
、
農
業
生

産
性
向
上
と
農
業
構
造
改
善
の
基
盤
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
水
道
事
業
に
お
い
て
は
、
約
２
億
５

千
万
円
の
純
利
益
の
計
上
と
な
り
有
収

率
の
向
上
も
図
ら
れ
て
い
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
岡
田
水
源
の
廃
止
に
伴
う
施

設
の
撤
去
に
約
13
億
円
と
多
額
の
費
用

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
利
益
や
内
部
留

保
資
金
を
適
切
に
活
用
し
、
将
来
世
代

に
過
分
の
負
担
を
残
す
こ
と
が
な
い
よ

う
、
さ
ら
な
る
努
力
を
お
願
い
し
賛
成

討
論
と
致
し
ま
す
。

職
員
の
努
力
が
随
所
に
現
れ
た
決
算

自
由
民
主
党
多
賀
城
市
議
団
　
鈴
　
木
　
新
津
男
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東
日
本
大
震
災
よ
り
12
年
を
迎
え
、

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
多
賀
城
南
門

が
完
成
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、

生
活
困
窮
者
に
対
す
る
給
付
金
支
給
及

び
事
業
者
支
援
な
ど
、
各
種
対
策
事
業

を
実
施
さ
れ
、
当
局
の
財
政
運
営
に
対

し
て
も
高
く
評
価
し
ま
す
。

　
防
災
減
災
対
策
で
は
、
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
改
定

版
の
作
成
、
多
賀
城
市
防
災
情
報
ア
プ

リ
の
導
入
な
ど
、
防
災
情
報
の
構
築
を

拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

　
子
育
て
支
援
で
は
、
10
月
か
ら
子
ど

も
医
療
費
の
所
得
制
限
の
撤
廃
や
、
お

口
か
ら
始
め
る
健
康
づ
く
り
事
業
で
は
、

妊
娠
出
産
支
援
で
妊
婦
歯
科
健
診
の
受

診
率
が
大
き
く
向
上
し
、
新
生
児
の
聴

覚
検
査
助
成
事
業
の
導
入
、
産
後
ケ
ア

事
業
の
充
実
、
子
育
て
応
援
ア
プ
リ
の

導
入
な
ど
推
進
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
施

設
で
は
、
小
中
学
校
特
別
教
室
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
学
習
環
境

が
拡
充
さ
れ
、
た
が
じ
ょ
う
心
の
ケ
ア

教
育
相
談
事
業
で
は
、
運
営
委
託
に
よ

り
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
の
相
談
体
制

を
拡
充
し
、
寄
り
添
う
多
様
な
学
び
の

　
国
民
に
冷
た
い
政
治
か
ら
住
民
を
守

る
役
割
が
多
賀
城
市
政
に
求
め
ら
れ
ま

す
。
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
所
得
制
限

撤
廃
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
開
始
な
ど

市
民
の
願
い
に
応
え
る
事
業
は
評
価
し

ま
す
。
市
民
に
寄
り
添
っ
て
い
る
と
は

言
い
難
い
も
の
に
は
反
対
し
ま
す
。

　
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
は
、
特
に

水
害
対
策
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
原
谷
地
川
の
河
川
改
修
の
必
要
性

に
つ
い
て
は
市
長
も
認
め
ま
し
た
。
原

谷
地
川
の
堤
防
が
砂
押
川
の
堤
防
よ
り

低
く
、
大
雨
の
時
に
内
水
氾
濫
を
起
こ

す
こ
と
。
さ
ら
に
は
原
谷
地
川
の
三
つ

あ
る
樋
門
が
す
べ
て
動
か
な
い
ま
ま
放

置
さ
れ
危
険
な
こ
と
を
指
摘
し
て
き
ま

し
た
。
原
谷
地
川
の
河
川
改
修
、
勿
来

川
遊
水
地
の
土
砂
撤
去
、
そ
し
て
未
着

工
の
安
楽
寺
雨
水
幹
線
整
備
を
早
急
に

進
め
る
べ
き
で
す
。
通
学
路
の
安
全
確

保
、
道
路
の
維
持
補
修
、
交
通
事
故
防

止
対
策
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
暮
ら
し
応
援
は
、
困
っ
て
い
る
人
に

支
援
の
手
が
も
っ
と
差
し
伸
べ
ら
れ
る

べ
き
で
す
。
市
民
バ
ス
は
利
便
性
の
確

支
援
を
推
進
し
ま
し
た
。　

　
多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
記
念
関
連

事
業
で
は
、
交
流
人
口
の
促
進
を
図
る

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
取
り
組
み
や
、
南
門

復
元
整
備
事
業
で
は
、
国
府
多
賀
城
駅

や
周
辺
整
備
、
中
央
公
園
整
備
に
は
、

パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
の
推
進
を
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
エ
コ
未
来
推
進
事
業
な
ど

環
境
教
育
の
促
進
、
高
齢
者
へ
の
デ
ジ

タ
ル
支
援
、
デ
ジ
タ
ル
回
覧
板
な
ど
の

地
域
課
題
に
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
推
進
、

市
の
広
報
誌
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
発
信
向
上

に
も
努
め
ら
れ
た
、
以
上
の
事
業
を
高

く
評
価
致
し
ま
す
。　

　
特
別
会
計
は
、
い
ず
れ
も
高
い
収
納

率
を
維
持
し
、
疾
病
予
防
と
医
療
費
抑

制
の
推
進
、
各
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
介
護

予
防
支
援
に
感
謝
致
し
ま
す
。
水
道
事

業
は
経
営
の
効
率
性
を
示
す
指
標
は
高

く
、
経
営
努
力
を
評
価
致
し
ま
す
。
今

後
の
水
需
要
の
課
題
の
経
営
を
お
願
い

致
し
ま
す
。
下
水
道
事
業
は
下
水
道
使

用
料
の
減
少
に
伴
い
、
今
後
大
規
模
更

新
や
老
朽
化
整
備
、
下
水
道
使
用
料
の

課
題
の
検
証
を
お
願
い
し
賛
成
討
論
と

致
し
ま
す
。

保
を
。
補
聴
器
購
入
の
助
成
制
度
を
。

市
営
住
宅
用
途
廃
止
の
計
画
は
見
直
し

を
。
福
祉
タ
ク
シ
ー
な
ど
支
援
を
必
要

と
し
て
い
る
人
を
切
り
捨
て
な
い
で
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
直
結
す
る
公
共
施
設

は
、
市
の
責
任
で
存
続
を
。　

　
子
育
て
支
援
強
化
と
教
育
費
の
負
担

軽
減
は
待
っ
た
な
し
で
す
。
就
学
援
助

は
基
準
緩
和
を
。
学
校
給
食
費
無
償
化

は
直
ち
に
。
特
別
教
室
や
体
育
館
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
を
。
給
付
制
の
奨
学
金

創
設
を
。
少
人
数
学
級
の
前
進
を
。

　
環
境
問
題
は
、
宮
内
の
鉄
粉
・
粉
塵

被
害
の
解
決
を
。
石
炭
火
力
発
電
所
や

女
川
原
発
再
稼
働
問
題
へ
の
行
動
を
。

気
候
危
機
問
題
に
取
組
み
を
。

　
特
別
会
計
に
つ
い
て
、
国
保
税
子
ど

も
の
均
等
割
を
ゼ
ロ
に
し
子
育
て
支
援

を
。
高
齢
者
の
医
療
費
の
窓
口
負
担
二

割
は
や
め
て
。
国
が
責
任
を
持
っ
て
介

護
保
険
制
度
の
維
持
を
。

　
企
業
会
計
に
つ
い
て
、
高
す
ぎ
る
水

道
料
金
の
引
き
下
げ
を
。
安
易
に
下
水

道
使
用
料
金
値
上
げ
は
し
な
い
で
。

　
以
上
を
求
め
、
反
対
討
論
と
し
ま
す
。

　

「
史
都
多
賀
城
の
都
市
像
」
構
築
に
向
け

第
六
次
多
賀
城
市
総
合
計
画
二
年
目
の
重
点
施
策
推
進
の
決
算

公
明
党
多
賀
城
市
議
団
　
齋
　
藤
　
裕
　
子

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
、

　
　
　
希
望
が
叶
う
ま
ち
づ
く
り
を

日
本
共
産
党
多
賀
城
市
議
団
　
中
　
田
　
定
　
行



問2

問2

問3

お
む
つ
定
期
便
を
行
っ
て
い
る

自
治
体
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

福
岡
市
は
、
ア
プ
リ
を
登
録
し
子
育

て
関
連
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
と
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
、
ポ
イ
ン

ト
で
育
児
用
品
と
交
換
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
ま
し
た
。
❶
お
む
つ
定

期
便
の
導
入
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

❷
子
育
て
専
用
ア
プ
リ「
た
が
す
く
」

を
利
用
し
、
福
岡
市
の
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
を
導
入
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

❶
本
市
で
は
現
在
、
出
産
子
育

て
応
援
事
業
に
お
い
て
、
経
済

的
支
援
と
と
も
に
、
妊
娠
期
か
ら
出

産
・
子
育
て
ま
で
伴
走
型
の
相
談
支

援
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
今
年
度
か

ら
は
、
産
後
ケ
ア
事
業
の
充
実
を
図

り
、
保
護
者
の
育
児
不
安
の
軽
減
や

孤
立
を
防
止
す
る
取
り
組
み
な
ど
を

行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
む
つ
定

期
便
を
導
入
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。
❷
利
用
者
の
方
々
の
声
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
な
が
ら
、
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
調
査
・
研

究
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

夜
間
に
津
波
注
意
報
が
発
令
さ

れ
た
際
に
、
一
時
避
難
場
所
が

自
由
民
主
党

大
場
　和
晃  

議 

員

問1答1

施
錠
さ
れ
て
い
て
入
れ
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
❶
夜
間

に
機
能
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

ど
う
対
処
し
ま
す
か
。
❷
避
難
場
所

と
し
て
、
利
用
可
能
な
時
間
帯
を
周

知
さ
せ
る
た
め
に
ど
う
し
ま
す
か
。

❶
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
る
情
報
が
不
十
分
で
あ
っ
た

こ
と
に
よ
る
市
民
へ
の
周
知
不
足
が

要
因
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
御
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
相
手
方
と
は
、

引
き
続
き
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
適

切
な
情
報
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
❷
市
民
に
よ
り
わ
か
り
や
す
い

情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
、
防

災
ア
プ
リ
を
は
じ
め
と
す
る
情
報
ツ

ー
ル
、
出
前
講
座
、
広
報
誌
な
ど
を

利
用
し
な
が
ら
周
知
し
て
ま
い
り
ま

す
。

❶
子
ど
も
の
教
育
条
件
改
善
に
つ
い
て

❷
学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て

❸
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
支
援
策
の
充
実
に
つ
い
て

❶
全
国
で
教
員
不
足
が
深
刻
で

す
。
多
賀
城
市
も
、
教
員
の
未

配
置
や
長
時
間
労
働
で
教
師
は
大
変

で
す
。
学
校
の
業
務
の
見
直
し
が
喫

緊
の
課
題
で
す
。
廃
止
や
精
選
し
た

も
の
、
あ
る
い
は
今
後
実
施
予
定
が

あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。
❷
市
独

自
の
教
職
員
増
の
考
え
は
あ
り
ま
す

か
。

❶「
学
校
徴
収
金
の
徴
収
・
管

理
」
が
あ
げ
ら
れ
、
学
校
に
お

け
る
学
校
給
食
費
の
徴
収
や
就
学
援

助
等
の
支
給
事
務
は
、
教
育
委
員
会

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
❷
本
市
で
は
、

特
別
支
援
教
育
支
援
員
、
学
習
指
導

支
援
員
、
理
科
支
援
員
等
の
市
費
職

員
等
を
配
置
し
て
お
り
、
教
職
員
の

業
務
負
担
軽
減
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

本
来
、
義
務
教
育
は
無
償
で
す
。

物
価
高
で
収
入
が
上
が
ら
な
い

今
こ
そ
、
学
校
給
食
の
無
償
化
に
取

り
組
む
と
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
す
か
。

国
に
お
い
て
は
、
内
閣
府
に
設

置
し
て
い
る
「
こ
ど
も
未
来
戦

略
会
議
」
に
お
い
て
、
学
校
給
食
費

の
無
償
化
の
実
現
に
向
け
て
実
態
把

握
と
課
題
の
整
理
を
行
っ
て
い
る
と

日
本
共
産
党

伊
藤
　真
弓  

議 

員

問1

問2 こ
ろ
で
す
の
で
、
引
き
続
き
こ
う
し

た
国
の
動
き
を
注
視
し
て
ま
い
り
ま

す
。

❶
加
齢
性
難
聴
者
へ
の
公
的
補

助
制
度
の
導
入
と
、
特
定
健
診

に
聴
力
検
査
を
加
え
る
よ
う
に
求
め

ま
す
。
❷
高
齢
者
及
び
障
が
い
者
の

バ
ス
料
金
無
料
の
社
会
実
験
は
、
市

民
の
意
見
を
も
と
に
見
直
し
が
必
要

と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

❶
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購

入
に
対
す
る
補
助
制
度
創
設
に

つ
い
て
は
、
令
和
３
年
11
月
か
ら
毎

年
、
全
国
市
長
会
に
お
い
て
国
に
要

望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
健
診
の

項
目
は
、
国
の
実
施
基
準
に
定
め
ら

れ
て
い
る
た
め
、
実
施
す
る
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。
❷
内
容
を
途
中
で
見

直
す
こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

❶
多
賀
城
駅
前
広
場
の
利
用
は
、

数
件
の
利
用
団
体
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
を
ど
う
捉
え

て
い
ま
す
か
。
❷
公
園
を
利
用
す
る

に
は
、
ル
ー
ル
を
条
例
で
定
め
て
い

ま
す
。
使
い
や
す
い
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
か
。
❸
駅
前
広
場
で
は
、
ス

テ
ー
ジ
や
屋
根
を
求
め
る
声
が
あ
り

ま
す
。
関
係
団
体
と
協
議
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
❹
南
門
周
辺
整
備
が
進

め
ば
、
賑
わ
い
づ
く
り
が
急
務
に
な

り
ま
す
。
交
流
人
口
増
大
へ
と
つ
な

が
る
具
体
策
は
あ
り
ま
す
か
。
❺
駅

前
広
場
と
中
央
公
園
に
つ
い
て
、
本

市
が
考
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
合
致
す

る
団
体
へ
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
公
園
管

理
を
委
託
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

❶
供
用
開
始
以
降
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
利
用
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
昨

年
度
ま
で
は
、
急
激
に
利
用
数
は
落

ち
込
み
ま
し
た
。
❷
誰
も
が
利
用
で

き
る
開
か
れ
た
空
間
を
一
時
的
に
占

用
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
必
要
な
手
続
な
ど
を
行
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
つ
い
て
御
理
解
く

だ
さ
い
。
❸
利
用
者
団
体
の
皆
様
の

問1答1

意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。
❹
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ―

Ｐ
Ｆ
Ｉ

の
制
度
を
活
用
し
、
多
賀
城
創
建
１

３
０
０
年
を
契
機
と
し
た
賑
わ
い
づ

く
り
、
交
流
人
口
の
創
出
を
目
指
し

て
鋭
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
❺
議

員
か
ら
御
提
案
の
あ
り
ま
し
た
方
策

も
一
つ
の
手
段
で
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
現
時

点
で
は
政
庁
南
大
路
は
、
盛
土

に
よ
る
復
元
が
ふ
さ
わ
し
い
と
示
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
進
展
は
あ
り

ま
す
か
。

現
在
、
宮
城
県
と
本
市
そ
れ
ぞ

れ
の
文
化
財
部
門
及
び
道
路
部

門
の
四
者
間
で
、
大
路
は
も
と
よ
り
、

周
辺
の
道
路

を
含
め
た
一

体
的
整
備
の

実
現
に
向
け

取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ

で
す
。

❶
高
等
教
育
費
の
軽
減
は
切
実

な
願
い
で
あ
り
、
最
も
力
の
あ

る
子
育
て
支
援
策
に
な
り
ま
す
。
市

民
か
ら
も
多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
給
付
型
奨
学
金

制
度
を
市
と
し
て
独
自
に
で
も
つ
く

っ
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
い
か
が
で

す
か
。
❷
奨
学
金
返
済
負
担
軽
減
の

た
め
に
市
と
し
て
支
援
策
を
講
じ
て

い
た
だ
き
た
い
が
、
い
か
が
で
す
か
。

❸
給
付
型
奨
学
金
の
拡
充
と
条
件
緩

和
を
国
に
要
請
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
、
い
か
が
で
す
か
。

❶
国
が
中
心
と
な
り
、
責
任
を

も
っ
て
推
進
す
べ
き
も
の
と
考

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
独
自
で
給

付
型
奨
学
金
制
度
を
創
設
す
る
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。
❷
国
等
が
出
資
し
、

創
設
・
運
営
し
て
い
る
制
度
で
あ
り
、

運
営
主
体
が
改
善
・
支
援
す
べ
き
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
市
独
自
で
奨

学
金
の
返
済
負
担
軽
減
施
策
を
講
ず

る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
❸
国
か
ら

示
さ
れ
た
「
こ
ど
も
未
来
戦
略
方

針
」
に
お
い
て
、
奨
学
金
の
対
象
拡

大
や
授
業
料
減
免
な
ど
が
検
討
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
の
動
向
を
注

視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問1

❶
市
で
国
民
健
康
保
険
税
子
ど

も
均
等
割
を
亘
理
町
の
よ
う
に

全
額
減
免
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

い
か
が
で
す
か
。
❷
国
の
子
ど
も
均

等
割
の
減
免
対
象
を
大
幅
に
引
き
上

げ
る
よ
う
、
強
く
国
に
働
き
か
け
て

い
た
だ
き
た
い
が
、
い
か
が
で
す
か
。

❶
市
独
自
に
子
ど
も
均
等
割
の

全
額
軽
減
を
実
施
す
る
場
合
の

財
源
と
し
て
は
、
財
政
調
整
基
金
の

活
用
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
こ

と
に
よ
り
財
政
調
整
基
金
の
残
高
が

急
速
に
減
少
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
引
き
上
げ

を
検
討
す
る
必
要
が
出
て
き
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
県
内
の
国
民
健
康
保

険
税
水
準
の
統
一
に
向
け
て
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
子
ど
も
均
等
割
の

本
市
独
自
の
軽
減
を
行
う
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。
❷
令
和
５
年
度
に
お
い

て
、
全
国
市
長

会
や
宮
城
県
市

長
会
か
ら
国
の

関
係
省
庁
に
対

し
、要
望
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

定例会   一般質問第3回

❶
給
付
型
奨
学
金
の
創
設
、
拡
充
と
返
済
に
困
難

　を
抱
え
て
い
る
方
の
支
援
策
に
つ
い
て

❷
国
民
健
康
保
険
税
の
子
ど
も
均
等
割
の
全
額

　減
免
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

峪
　道
子  

議 

員

答2

答1答2

答3

❶
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

❷
津
波
注
意
報
、
警
報
時
の
一
時
避
難
場
所
に

　つ
い
て

自
由
民
主
党

佐
藤
　雅
博  

議 

員

❶
公
園
管
理
の
あ
り
方
に
関
し
て

❷
南
門
周
辺
の
一
体
的
道
路
整
備
に
つ
い
て

▲

た
が
じ
ょ
う
子
育
て
応
援
ア
プ
リ

　「た
が
す
く
」

問2答2

答1

答2 問2
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問2

問2

問3

お
む
つ
定
期
便
を
行
っ
て
い
る

自
治
体
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

福
岡
市
は
、
ア
プ
リ
を
登
録
し
子
育

て
関
連
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
と
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
、
ポ
イ
ン

ト
で
育
児
用
品
と
交
換
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
ま
し
た
。
❶
お
む
つ
定

期
便
の
導
入
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

❷
子
育
て
専
用
ア
プ
リ「
た
が
す
く
」

を
利
用
し
、
福
岡
市
の
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
を
導
入
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

❶
本
市
で
は
現
在
、
出
産
子
育

て
応
援
事
業
に
お
い
て
、
経
済

的
支
援
と
と
も
に
、
妊
娠
期
か
ら
出

産
・
子
育
て
ま
で
伴
走
型
の
相
談
支

援
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
今
年
度
か

ら
は
、
産
後
ケ
ア
事
業
の
充
実
を
図

り
、
保
護
者
の
育
児
不
安
の
軽
減
や

孤
立
を
防
止
す
る
取
り
組
み
な
ど
を

行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
む
つ
定

期
便
を
導
入
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。
❷
利
用
者
の
方
々
の
声
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
な
が
ら
、
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
調
査
・
研

究
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

夜
間
に
津
波
注
意
報
が
発
令
さ

れ
た
際
に
、
一
時
避
難
場
所
が

自
由
民
主
党

大
場
　和
晃  

議 

員

問1答1

施
錠
さ
れ
て
い
て
入
れ
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
❶
夜
間

に
機
能
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

ど
う
対
処
し
ま
す
か
。
❷
避
難
場
所

と
し
て
、
利
用
可
能
な
時
間
帯
を
周

知
さ
せ
る
た
め
に
ど
う
し
ま
す
か
。

❶
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
る
情
報
が
不
十
分
で
あ
っ
た

こ
と
に
よ
る
市
民
へ
の
周
知
不
足
が

要
因
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
御
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
相
手
方
と
は
、

引
き
続
き
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
適

切
な
情
報
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
❷
市
民
に
よ
り
わ
か
り
や
す
い

情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
、
防

災
ア
プ
リ
を
は
じ
め
と
す
る
情
報
ツ

ー
ル
、
出
前
講
座
、
広
報
誌
な
ど
を

利
用
し
な
が
ら
周
知
し
て
ま
い
り
ま

す
。

❶
子
ど
も
の
教
育
条
件
改
善
に
つ
い
て

❷
学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て

❸
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
支
援
策
の
充
実
に
つ
い
て

❶
全
国
で
教
員
不
足
が
深
刻
で

す
。
多
賀
城
市
も
、
教
員
の
未

配
置
や
長
時
間
労
働
で
教
師
は
大
変

で
す
。
学
校
の
業
務
の
見
直
し
が
喫

緊
の
課
題
で
す
。
廃
止
や
精
選
し
た

も
の
、
あ
る
い
は
今
後
実
施
予
定
が

あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。
❷
市
独

自
の
教
職
員
増
の
考
え
は
あ
り
ま
す

か
。

❶「
学
校
徴
収
金
の
徴
収
・
管

理
」
が
あ
げ
ら
れ
、
学
校
に
お

け
る
学
校
給
食
費
の
徴
収
や
就
学
援

助
等
の
支
給
事
務
は
、
教
育
委
員
会

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
❷
本
市
で
は
、

特
別
支
援
教
育
支
援
員
、
学
習
指
導

支
援
員
、
理
科
支
援
員
等
の
市
費
職

員
等
を
配
置
し
て
お
り
、
教
職
員
の

業
務
負
担
軽
減
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

本
来
、
義
務
教
育
は
無
償
で
す
。

物
価
高
で
収
入
が
上
が
ら
な
い

今
こ
そ
、
学
校
給
食
の
無
償
化
に
取

り
組
む
と
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
す
か
。

国
に
お
い
て
は
、
内
閣
府
に
設

置
し
て
い
る
「
こ
ど
も
未
来
戦

略
会
議
」
に
お
い
て
、
学
校
給
食
費

の
無
償
化
の
実
現
に
向
け
て
実
態
把

握
と
課
題
の
整
理
を
行
っ
て
い
る
と

日
本
共
産
党

伊
藤
　真
弓  

議 

員

問1

問2 こ
ろ
で
す
の
で
、
引
き
続
き
こ
う
し

た
国
の
動
き
を
注
視
し
て
ま
い
り
ま

す
。

❶
加
齢
性
難
聴
者
へ
の
公
的
補

助
制
度
の
導
入
と
、
特
定
健
診

に
聴
力
検
査
を
加
え
る
よ
う
に
求
め

ま
す
。
❷
高
齢
者
及
び
障
が
い
者
の

バ
ス
料
金
無
料
の
社
会
実
験
は
、
市

民
の
意
見
を
も
と
に
見
直
し
が
必
要

と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

❶
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購

入
に
対
す
る
補
助
制
度
創
設
に

つ
い
て
は
、
令
和
３
年
11
月
か
ら
毎

年
、
全
国
市
長
会
に
お
い
て
国
に
要

望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
健
診
の

項
目
は
、
国
の
実
施
基
準
に
定
め
ら

れ
て
い
る
た
め
、
実
施
す
る
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。
❷
内
容
を
途
中
で
見

直
す
こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

❶
多
賀
城
駅
前
広
場
の
利
用
は
、

数
件
の
利
用
団
体
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
を
ど
う
捉
え

て
い
ま
す
か
。
❷
公
園
を
利
用
す
る

に
は
、
ル
ー
ル
を
条
例
で
定
め
て
い

ま
す
。
使
い
や
す
い
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
か
。
❸
駅
前
広
場
で
は
、
ス

テ
ー
ジ
や
屋
根
を
求
め
る
声
が
あ
り

ま
す
。
関
係
団
体
と
協
議
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
❹
南
門
周
辺
整
備
が
進

め
ば
、
賑
わ
い
づ
く
り
が
急
務
に
な

り
ま
す
。
交
流
人
口
増
大
へ
と
つ
な

が
る
具
体
策
は
あ
り
ま
す
か
。
❺
駅

前
広
場
と
中
央
公
園
に
つ
い
て
、
本

市
が
考
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
合
致
す

る
団
体
へ
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
公
園
管

理
を
委
託
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

❶
供
用
開
始
以
降
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
利
用
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
昨

年
度
ま
で
は
、
急
激
に
利
用
数
は
落

ち
込
み
ま
し
た
。
❷
誰
も
が
利
用
で

き
る
開
か
れ
た
空
間
を
一
時
的
に
占

用
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
必
要
な
手
続
な
ど
を
行
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
つ
い
て
御
理
解
く

だ
さ
い
。
❸
利
用
者
団
体
の
皆
様
の

問1答1

意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。
❹
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ―

Ｐ
Ｆ
Ｉ

の
制
度
を
活
用
し
、
多
賀
城
創
建
１

３
０
０
年
を
契
機
と
し
た
賑
わ
い
づ

く
り
、
交
流
人
口
の
創
出
を
目
指
し

て
鋭
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
❺
議

員
か
ら
御
提
案
の
あ
り
ま
し
た
方
策

も
一
つ
の
手
段
で
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
現
時

点
で
は
政
庁
南
大
路
は
、
盛
土

に
よ
る
復
元
が
ふ
さ
わ
し
い
と
示
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
進
展
は
あ
り

ま
す
か
。

現
在
、
宮
城
県
と
本
市
そ
れ
ぞ

れ
の
文
化
財
部
門
及
び
道
路
部

門
の
四
者
間
で
、
大
路
は
も
と
よ
り
、

周
辺
の
道
路

を
含
め
た
一

体
的
整
備
の

実
現
に
向
け

取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ

で
す
。

❶
高
等
教
育
費
の
軽
減
は
切
実

な
願
い
で
あ
り
、
最
も
力
の
あ

る
子
育
て
支
援
策
に
な
り
ま
す
。
市

民
か
ら
も
多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
給
付
型
奨
学
金

制
度
を
市
と
し
て
独
自
に
で
も
つ
く

っ
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
い
か
が
で

す
か
。
❷
奨
学
金
返
済
負
担
軽
減
の

た
め
に
市
と
し
て
支
援
策
を
講
じ
て

い
た
だ
き
た
い
が
、
い
か
が
で
す
か
。

❸
給
付
型
奨
学
金
の
拡
充
と
条
件
緩

和
を
国
に
要
請
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
、
い
か
が
で
す
か
。

❶
国
が
中
心
と
な
り
、
責
任
を

も
っ
て
推
進
す
べ
き
も
の
と
考

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
独
自
で
給

付
型
奨
学
金
制
度
を
創
設
す
る
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。
❷
国
等
が
出
資
し
、

創
設
・
運
営
し
て
い
る
制
度
で
あ
り
、

運
営
主
体
が
改
善
・
支
援
す
べ
き
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
市
独
自
で
奨

学
金
の
返
済
負
担
軽
減
施
策
を
講
ず

る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
❸
国
か
ら

示
さ
れ
た
「
こ
ど
も
未
来
戦
略
方

針
」
に
お
い
て
、
奨
学
金
の
対
象
拡

大
や
授
業
料
減
免
な
ど
が
検
討
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
の
動
向
を
注

視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問1

❶
市
で
国
民
健
康
保
険
税
子
ど

も
均
等
割
を
亘
理
町
の
よ
う
に

全
額
減
免
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

い
か
が
で
す
か
。
❷
国
の
子
ど
も
均

等
割
の
減
免
対
象
を
大
幅
に
引
き
上

げ
る
よ
う
、
強
く
国
に
働
き
か
け
て

い
た
だ
き
た
い
が
、
い
か
が
で
す
か
。

❶
市
独
自
に
子
ど
も
均
等
割
の

全
額
軽
減
を
実
施
す
る
場
合
の

財
源
と
し
て
は
、
財
政
調
整
基
金
の

活
用
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
こ

と
に
よ
り
財
政
調
整
基
金
の
残
高
が

急
速
に
減
少
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
引
き
上
げ

を
検
討
す
る
必
要
が
出
て
き
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
県
内
の
国
民
健
康
保

険
税
水
準
の
統
一
に
向
け
て
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
子
ど
も
均
等
割
の

本
市
独
自
の
軽
減
を
行
う
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。
❷
令
和
５
年
度
に
お
い

て
、
全
国
市
長

会
や
宮
城
県
市

長
会
か
ら
国
の

関
係
省
庁
に
対

し
、要
望
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
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❶
給
付
型
奨
学
金
の
創
設
、
拡
充
と
返
済
に
困
難

　を
抱
え
て
い
る
方
の
支
援
策
に
つ
い
て

❷
国
民
健
康
保
険
税
の
子
ど
も
均
等
割
の
全
額

　減
免
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

峪
　道
子  

議 

員

答2

答1答2

答3

❶
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

❷
津
波
注
意
報
、
警
報
時
の
一
時
避
難
場
所
に

　つ
い
て

自
由
民
主
党

佐
藤
　雅
博  

議 

員

❶
公
園
管
理
の
あ
り
方
に
関
し
て

❷
南
門
周
辺
の
一
体
的
道
路
整
備
に
つ
い
て

▲

た
が
じ
ょ
う
子
育
て
応
援
ア
プ
リ

　「た
が
す
く
」

問2答2

答1

答2 問2

▲多賀城市コミュニティバス

▲多賀城ビアサミット2023の様子
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問2

問2

問3

多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
を
契

機
に
本
市
の
観
光
・
物
産
振
興

を
図
る
た
め
に
は
、
民
間
事
業
者
お

よ
び
関
係
団
体
な
ど
と
連
携
し
、
観

光
消
費
額
増
加
に
向
け
た
取
組
を
推

進
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

関
係
団
体
と
の
連
携
と
し
ま
し

て
は
、
多
賀
城
・
七
ヶ
浜
商
工

会
が
中
心
と
な
り
、
奈
良
時
代
の
宮

廷
料
理
再
現
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
て
お
り
、
観
光
協
会
は
来
年
、
令

和
の
大
茶
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を

契
機
と
し
て
、
古
代
米
茶
の
万
葉
茶

房
の
開
催
を
計
画
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
そ
の
他
、
み
ち
の
く
潮
風

ト
レ
イ
ル
な
ど
、
様
々
な
団
体
か
ら

連
携
事
業
の
提
案
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る

た
め
に
、
行
政
の
仕
事
の
進
め

方
に
も
変
化
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま

す
。
関
係
機
関
等
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
は
Ｗ
ｅ
ｂ
フ
ォ
ー
ム
を
活

用
し
、
行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
っ

て
は
い
か
が
か
。

今
年
度
、
更
新
を
行
う
職
員
用

の
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
に
は
、

自
由
民
主
党

大
内
　裕
太  

議 

員

問1答2 答1

「
Ｗ
ｅ
ｂ
フ
ォ
ー
ム
の
作
成
機
能
」

を
新
た
に
追
加
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
ま
ず
は
庁
内
に
お
い
て
そ
の
利

用
を
図
り
、
そ
の
後
、
対
外
的
な
利

用
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。現

在
の
本
市
に
お
け
る
進
捗
状

況
と
課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
学
校
の
中
で
部
活
動

が
担
っ
て
き
た
教
育
的
役
割
の

在
り
方
や
受
け
皿
の
確
保
、
大
会
の

見
直
し
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
受
け
て
、
教

員
、
保
護
者
、
児
童
・
生
徒
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、
部
活
動
担

当
教
員
と
の
意
見
交
換
な
ど
や
、
地

域
移
行
の
受
け
皿
と
な
る
市
民
ス
ポ

ー
ツ
団
体
に
向
け
た
多
賀
城
市
民
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

に
よ
る
研
修
会

を
行
い
、
本
市

に
あ
っ
た
地
域

移
行
の
進
め
方

を
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

❶
多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

❷
南
門
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

❸
市
営
住
宅
の
照
明（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）の
整
備
に
つ
い
て

「
多
賀
城
応
援
団
」
と
し
て
任

命
し
た
方
々
に
御
協
力
を
い
た

だ
き
、
多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
記

念
事
業
と
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
等
を
開

催
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

せ
っ
か
く
御
縁
を
い
た
だ
い
た

「
多
賀
城
応
援
団
」の
皆
様
と
と

も
に
、
多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
を

盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば

大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
の
で
、

こ
う
し
た
趣
旨
に
御
賛
同
い
た
だ
け

る
多
賀
城
応
援
団
の
皆
様
と
と
も
に
、

自
主
企
画
公
演
に
つ
い
て
相
談
さ
せ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

南
門
周
辺
に
、
多
賀
城
の
お
土

産
を
購
入
で
き
る
場
所
や
、
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
食
事
が
で
き
る
場
所

等
の
建
設
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

い
か
が
で
す
か
。

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ

－

Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る
民

間
事
業
者
の
施
設
整
備
は
、
令

和
６
年
11
月
以
降
に
着
手
す
る
予
定

で
業
務
を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、

多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
記
念
事
業

の
際
は
、
あ
や
め
園
側
の
多
目
的
芝

生
広
場
等
を
仮
設
店
舗
の
設
置
場
所

と
し
て
、
観
光
振
興
や
「
お
も
て
な

公  

明  

党

阿
部
　正
幸  

議 

員

問1

問2 し
」
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
整
備
さ
れ
て
い
な

い
市
営
住
宅
に
対
し
て
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
の
整
備
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
、
い
か
が
で
す
か
。

市
営
住
宅
に
お
け
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

の
整
備
は
、
照
明
設
備
を
本
体

か
ら
交
換
更
新
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
の
ほ
か
、
市
営
住
宅
の
躯
体
や
設

備
全
般
に
関
し
て
更
新
時
期
を
迎
え

つ
つ
あ
る
た
め
、
優
先
度
も
加
味
し

て
、
大
規
模
改
修
に
係
る
計
画
を
策

定
し
、
建
物
全
体
を
通
し
て
改
修
を

計
画
的
に
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
建
物
全
体
の
大
規
模
改
修
計

画
の
策
定
作
業
の
中
で
、
で
き
る
だ

け
早
期
に
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

私
の
９
期
目
最
初
で
通
算
１
２

５
回
目
の
質
問
は
、
８
月
の
選

挙
期
間
中
に
御
要
望
を
を
い
た
だ
い

た
中
で
、
一
番
印
象
が
深
か
っ
た
障

害
児
通
所
支
援
に
つ
い
て
取
り
上
げ

ま
し
た
。
い
つ
も
な
ら
、
ノ
ー
ト
に

メ
モ
を
書
き
込
み
、
資
料
を
貼
付
し

た
り
し
て
十
分
研
究
し
て
質
問
し
ま

す
。
今
回
は
、
急
い
で
ペ
ン
を
持
ち

ま
し
た
。
❶
市
は
、
市
内
在
住
で
障

害
児
通
所
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
る
お
子
さ
ん
の
全
数
を
把
握
さ

れ
て
い
ま
す
か
。
そ
の
数
は
、
年
々

増
え
て
い
ま
す
か
。
❷
市
内
の
障
害

児
通
所
支
援
事
業
所
は
、
需
要
に
相

当
し
て
い
ま
す
か
。
❸
医
療
的
ケ
ア

が
必
要
な
児
童
の
日
中
の
居
場
所
は
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

❶
令
和
４
年
度
に
お
い
て
、
就

学
前
の
方
が
利
用
す
る
「
児
童

発
達
支
援
サ
ー
ビ
ス
」、
就
学
し
て

い
る
方
が
利
用
す
る
「
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
計
１

８
５
名
と
な
っ
て
お
り
、
年
々
増
え

て
い
る
状
況
で
す
。
❷
市
内
・
市
外

問答

の
事
業
所
合
わ
せ
て
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
本
市
に
お
け
る
障
害

児
通
所
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、

需
要
に
応
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。
❸
医
療
・
福
祉
の
関

係
機
関
と
連
携
し
て
医
療
的
ケ
ア
を

要
す
る
子
供
を
把
握
し
、
そ
の
子
の

状
態
や
そ
の
家
族
の
お
か
れ
た
環
境

等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
適
切
な
支
援

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
市
の
施
設

で
の
受
け
入
れ
状
況
と
し
て
は
、
現

在
は
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
太

陽
の
家
に
２
名
、
公
立
保
育
所
に
１

名
在
籍
し
て
い
ま
す
。
市
内
小
中
学

校
に
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
児
童
・

生
徒
は
在
籍
し
て
い
ま
せ
ん
。

❶
熱
中
症
対
策
と
し
て
小
中
学

校
な
ど
に
冷
水
器
設
置
の
お
考

え
を
伺
い
ま
す
。
❷
熱
中
症
対
策
と

し
て
公
共
施
設
な
ど
に
ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー（
暑
熱
避
難
の
場
）を
設

置
し
、
市
民
に
開
放
す
る
考
え
を
伺

い
ま
す
。

❶
学
校
活
動
に
お
い
て
熱
中
症

対
策
を
徹
底
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
現
時
点
に
お
い
て
は
冷
水
器
の

設
置
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
❷
現

在
、
国
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
推
進

検
討
会
に
お
い
て
、
指
定
暑
熱
避
難

施
設
等
に
関
す
る
基
準
等
の
検
討
が

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
基
準

に
関
す
る
環
境
省
令
が
公
布
さ
れ
た

後
に
、
本
市
に
お
い
て
も
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

胃
が
ん
予
防
、
早
期
発
見
の
た

め
に
、
胃
が
ん
検
診
に
ピ
ロ
リ

菌
検
査
と
内
視
鏡
検
査
を
導
入
す
る

こ
と
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

ピ
ロ
リ
菌
検
査
は
、
現
在
国
の

方
針
と
し
て
、
慎
重
に
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
現

時
点
で
の
検
診
へ
の
導
入
の
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。
内
視
鏡
検
査
の
導
入

に
つ
い
て
は
、
医
師
会
や
二
市
三
町
、

問1

関
係
医
療
機
関
な
ど
で
実
施
方
法
や

費
用
の
調
整
な
ど
検
討
を
進
め
る
予

定
と
し
て
お
り
ま
す
。

❶
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
勧
奨

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。
❷
男
性
へ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
重
要
性
、
周
知
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

❶
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

よ
る
周
知
、
啓
発
活
動
と
、
全

て
の
定
期
接
種
の
対
象
者
及
び
新
た

に
対
象
と
な
る
小
学
校
６
年
生
に
な

る
年
代
の
対
象
者
に
対
し
、
予
診
票

に
加
え
、
接
種
対
象
者
と
そ
の
保
護

者
が
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
や
安
全
性

を
理
解
し
た
上
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
判
断
が
で
き
る
よ
う
な
接
種
勧
奨

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
❷
性
別

の
区
別
な
く
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
、
国
の
動
向
を

み
な
が
ら
的
確
な
情
報
を
発
信
し
て

ま
い
り
ま
す
。

定例会   一般質問第3回

❶
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

❷
胃
が
ん
対
策
に
つ
い
て

❸
若
い
世
代
の
子
宮
頸
が
ん
対
策
に
つ
い
て

公  

明  

党

齋
藤
　裕
子  

議 

員

答3

答1答2

答3

市
民
ク
ラ
ブ

昌
浦
　泰
已  

議 

員

障
害
児
通
所
支
援
に
つ
い
て

❶
多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

❷
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
行
政
事
務
の
効
率
化
に
つ
い
て

❸
中
学
校
部
活
動
地
域
移
行
に
つ
い
て

▲岩沼市立岩沼中学
　校に設置されてい
　る冷水器

答1

答3

答2 問2

問3

問3

▲

多
賀
城
跡
城
前
官
衙
エ
リ
ア
で
の
野
外

　ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
の
様
子

じ
ょ
う
ま
え
か
ん
が
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問2

問2

問3

多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
を
契

機
に
本
市
の
観
光
・
物
産
振
興

を
図
る
た
め
に
は
、
民
間
事
業
者
お

よ
び
関
係
団
体
な
ど
と
連
携
し
、
観

光
消
費
額
増
加
に
向
け
た
取
組
を
推

進
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

関
係
団
体
と
の
連
携
と
し
ま
し

て
は
、
多
賀
城
・
七
ヶ
浜
商
工

会
が
中
心
と
な
り
、
奈
良
時
代
の
宮

廷
料
理
再
現
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
て
お
り
、
観
光
協
会
は
来
年
、
令

和
の
大
茶
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を

契
機
と
し
て
、
古
代
米
茶
の
万
葉
茶

房
の
開
催
を
計
画
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
そ
の
他
、
み
ち
の
く
潮
風

ト
レ
イ
ル
な
ど
、
様
々
な
団
体
か
ら

連
携
事
業
の
提
案
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る

た
め
に
、
行
政
の
仕
事
の
進
め

方
に
も
変
化
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま

す
。
関
係
機
関
等
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
は
Ｗ
ｅ
ｂ
フ
ォ
ー
ム
を
活

用
し
、
行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
っ

て
は
い
か
が
か
。

今
年
度
、
更
新
を
行
う
職
員
用

の
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
に
は
、

自
由
民
主
党

大
内
　裕
太  

議 

員

問1答2 答1

「
Ｗ
ｅ
ｂ
フ
ォ
ー
ム
の
作
成
機
能
」

を
新
た
に
追
加
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
ま
ず
は
庁
内
に
お
い
て
そ
の
利

用
を
図
り
、
そ
の
後
、
対
外
的
な
利

用
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。現

在
の
本
市
に
お
け
る
進
捗
状

況
と
課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
学
校
の
中
で
部
活
動

が
担
っ
て
き
た
教
育
的
役
割
の

在
り
方
や
受
け
皿
の
確
保
、
大
会
の

見
直
し
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
受
け
て
、
教

員
、
保
護
者
、
児
童
・
生
徒
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、
部
活
動
担

当
教
員
と
の
意
見
交
換
な
ど
や
、
地

域
移
行
の
受
け
皿
と
な
る
市
民
ス
ポ

ー
ツ
団
体
に
向
け
た
多
賀
城
市
民
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

に
よ
る
研
修
会

を
行
い
、
本
市

に
あ
っ
た
地
域

移
行
の
進
め
方

を
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

❶
多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

❷
南
門
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

❸
市
営
住
宅
の
照
明（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）の
整
備
に
つ
い
て

「
多
賀
城
応
援
団
」
と
し
て
任

命
し
た
方
々
に
御
協
力
を
い
た

だ
き
、
多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
記

念
事
業
と
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
等
を
開

催
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

せ
っ
か
く
御
縁
を
い
た
だ
い
た

「
多
賀
城
応
援
団
」の
皆
様
と
と

も
に
、
多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
を

盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば

大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
の
で
、

こ
う
し
た
趣
旨
に
御
賛
同
い
た
だ
け

る
多
賀
城
応
援
団
の
皆
様
と
と
も
に
、

自
主
企
画
公
演
に
つ
い
て
相
談
さ
せ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

南
門
周
辺
に
、
多
賀
城
の
お
土

産
を
購
入
で
き
る
場
所
や
、
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
食
事
が
で
き
る
場
所

等
の
建
設
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

い
か
が
で
す
か
。

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ

－

Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る
民

間
事
業
者
の
施
設
整
備
は
、
令

和
６
年
11
月
以
降
に
着
手
す
る
予
定

で
業
務
を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、

多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
記
念
事
業

の
際
は
、
あ
や
め
園
側
の
多
目
的
芝

生
広
場
等
を
仮
設
店
舗
の
設
置
場
所

と
し
て
、
観
光
振
興
や
「
お
も
て
な

公  

明  

党

阿
部
　正
幸  

議 

員

問1

問2 し
」
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
整
備
さ
れ
て
い
な

い
市
営
住
宅
に
対
し
て
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
の
整
備
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
、
い
か
が
で
す
か
。

市
営
住
宅
に
お
け
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

の
整
備
は
、
照
明
設
備
を
本
体

か
ら
交
換
更
新
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
の
ほ
か
、
市
営
住
宅
の
躯
体
や
設

備
全
般
に
関
し
て
更
新
時
期
を
迎
え

つ
つ
あ
る
た
め
、
優
先
度
も
加
味
し

て
、
大
規
模
改
修
に
係
る
計
画
を
策

定
し
、
建
物
全
体
を
通
し
て
改
修
を

計
画
的
に
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
建
物
全
体
の
大
規
模
改
修
計

画
の
策
定
作
業
の
中
で
、
で
き
る
だ

け
早
期
に
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

私
の
９
期
目
最
初
で
通
算
１
２

５
回
目
の
質
問
は
、
８
月
の
選

挙
期
間
中
に
御
要
望
を
を
い
た
だ
い

た
中
で
、
一
番
印
象
が
深
か
っ
た
障

害
児
通
所
支
援
に
つ
い
て
取
り
上
げ

ま
し
た
。
い
つ
も
な
ら
、
ノ
ー
ト
に

メ
モ
を
書
き
込
み
、
資
料
を
貼
付
し

た
り
し
て
十
分
研
究
し
て
質
問
し
ま

す
。
今
回
は
、
急
い
で
ペ
ン
を
持
ち

ま
し
た
。
❶
市
は
、
市
内
在
住
で
障

害
児
通
所
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
る
お
子
さ
ん
の
全
数
を
把
握
さ

れ
て
い
ま
す
か
。
そ
の
数
は
、
年
々

増
え
て
い
ま
す
か
。
❷
市
内
の
障
害

児
通
所
支
援
事
業
所
は
、
需
要
に
相

当
し
て
い
ま
す
か
。
❸
医
療
的
ケ
ア

が
必
要
な
児
童
の
日
中
の
居
場
所
は
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

❶
令
和
４
年
度
に
お
い
て
、
就

学
前
の
方
が
利
用
す
る
「
児
童

発
達
支
援
サ
ー
ビ
ス
」、
就
学
し
て

い
る
方
が
利
用
す
る
「
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
計
１

８
５
名
と
な
っ
て
お
り
、
年
々
増
え

て
い
る
状
況
で
す
。
❷
市
内
・
市
外

問答

の
事
業
所
合
わ
せ
て
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
本
市
に
お
け
る
障
害

児
通
所
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、

需
要
に
応
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。
❸
医
療
・
福
祉
の
関

係
機
関
と
連
携
し
て
医
療
的
ケ
ア
を

要
す
る
子
供
を
把
握
し
、
そ
の
子
の

状
態
や
そ
の
家
族
の
お
か
れ
た
環
境

等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
適
切
な
支
援

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
市
の
施
設

で
の
受
け
入
れ
状
況
と
し
て
は
、
現

在
は
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
太

陽
の
家
に
２
名
、
公
立
保
育
所
に
１

名
在
籍
し
て
い
ま
す
。
市
内
小
中
学

校
に
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
児
童
・

生
徒
は
在
籍
し
て
い
ま
せ
ん
。

❶
熱
中
症
対
策
と
し
て
小
中
学

校
な
ど
に
冷
水
器
設
置
の
お
考

え
を
伺
い
ま
す
。
❷
熱
中
症
対
策
と

し
て
公
共
施
設
な
ど
に
ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー（
暑
熱
避
難
の
場
）を
設

置
し
、
市
民
に
開
放
す
る
考
え
を
伺

い
ま
す
。

❶
学
校
活
動
に
お
い
て
熱
中
症

対
策
を
徹
底
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
現
時
点
に
お
い
て
は
冷
水
器
の

設
置
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
❷
現

在
、
国
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
推
進

検
討
会
に
お
い
て
、
指
定
暑
熱
避
難

施
設
等
に
関
す
る
基
準
等
の
検
討
が

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
基
準

に
関
す
る
環
境
省
令
が
公
布
さ
れ
た

後
に
、
本
市
に
お
い
て
も
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

胃
が
ん
予
防
、
早
期
発
見
の
た

め
に
、
胃
が
ん
検
診
に
ピ
ロ
リ

菌
検
査
と
内
視
鏡
検
査
を
導
入
す
る

こ
と
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

ピ
ロ
リ
菌
検
査
は
、
現
在
国
の

方
針
と
し
て
、
慎
重
に
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
現

時
点
で
の
検
診
へ
の
導
入
の
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。
内
視
鏡
検
査
の
導
入

に
つ
い
て
は
、
医
師
会
や
二
市
三
町
、

問1

関
係
医
療
機
関
な
ど
で
実
施
方
法
や

費
用
の
調
整
な
ど
検
討
を
進
め
る
予

定
と
し
て
お
り
ま
す
。

❶
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
勧
奨

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。
❷
男
性
へ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
重
要
性
、
周
知
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

❶
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

よ
る
周
知
、
啓
発
活
動
と
、
全

て
の
定
期
接
種
の
対
象
者
及
び
新
た

に
対
象
と
な
る
小
学
校
６
年
生
に
な

る
年
代
の
対
象
者
に
対
し
、
予
診
票

に
加
え
、
接
種
対
象
者
と
そ
の
保
護

者
が
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
や
安
全
性

を
理
解
し
た
上
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
判
断
が
で
き
る
よ
う
な
接
種
勧
奨

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
❷
性
別

の
区
別
な
く
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
、
国
の
動
向
を

み
な
が
ら
的
確
な
情
報
を
発
信
し
て

ま
い
り
ま
す
。

定例会   一般質問第3回

❶
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

❷
胃
が
ん
対
策
に
つ
い
て

❸
若
い
世
代
の
子
宮
頸
が
ん
対
策
に
つ
い
て

公  

明  

党

齋
藤
　裕
子  

議 

員

答3

答1答2

答3

市
民
ク
ラ
ブ

昌
浦
　泰
已  

議 

員

障
害
児
通
所
支
援
に
つ
い
て

❶
多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

❷
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
行
政
事
務
の
効
率
化
に
つ
い
て

❸
中
学
校
部
活
動
地
域
移
行
に
つ
い
て

▲岩沼市立岩沼中学
　校に設置されてい
　る冷水器

答1

答3

答2 問2

問3

問3

▲

多
賀
城
跡
城
前
官
衙
エ
リ
ア
で
の
野
外

　ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
の
様
子

じ
ょ
う
ま
え
か
ん
が
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問2

▲志引保育所

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に

つ
い
て
❶
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
直

結
す
る
公
共
施
設
は
存
続
す
る
べ
き

で
す
。
計
画
の
策
定
状
況
は
ど
う
な

っ
て
い
ま
す
か
。
❷
志
引
保
育
所
廃

止
解
体
の
経
過
と
そ
の
真
意
は
何
で

す
か
。❶

令
和
５
年
度
中
に
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
を
見
直
す
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。
同
時
に
、
現

在
、
縮
充
の
視
点
を
取
り
入
れ
、
既

存
施
設
の
集
約
化
や
存
廃
を
含
め
た

見
直
し
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
❷
新
た
な
洪
水
浸
水
区
域
お

よ
び
津
波
浸
水
区
域
が
示
さ
れ
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
平
成
28
年
10
月
に
策

定
し
ま
し
た
「
多
賀
城
市
公
立
保
育

所
再
編
計
画
当
該
計
画
」
を
令
和
５

年
６
月
に
見
直
し
、
八
幡
保
育
所
を

基
幹
保
育
所
に
位
置
づ
け
、
代
わ
り

に
志
引
保
育
所
の
施
設
方
針
を
廃
止

と
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

計
画
策
定
当
初
か
ら
公
立
保
育
所
を

２
カ
所
と
す
る
方
針
は
変
わ
っ
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
、
御
理
解
く
だ
さ
い
。

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
で

４
市
営
住
宅
の
廃
止
が
発
表
さ

れ
、
県
営
住
宅
全
廃
計
画
も
示
さ
れ

ま
し
た
。
修
繕
・
建
て
替
え
で
住
環

日
本
共
産
党

中
田
　定
行  

議 

員

問1

問3

答1

境
を
守
る
べ
き
で
す
。
い
か
が
で
す

か
。

市
営
住
宅
に
関
す
る
今
後
の
推

進
方
策
に
つ
い
て
は
、
市
議
会

の
皆
様
の
御
理
解
を
得
て
進
め
て
い

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

将
来
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
市
営

住
宅
の
管
理
運
営
を
図
る
た
め
、
策

定
し
た
計
画
に
基
づ
く
取
り
組
み
を

今
後
も
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

障
害
者
及
び
高
齢
者
支
援
事
業

の
一
部
見
直
し
に
つ
い
て
、  

10

月
か
ら
３
事
業
の
見
直
し
・
廃
止
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
あ
ま
り
に
も
市
民

に
冷
た
い
市
政
で
す
。
難
病
や
障
害

を
持
っ
て
い
る
困
っ
て
い
る
人
に
支

援
の
手
を
差
し
伸
べ
る
施
策
に
見
直

す
よ
う
求
め
ま
す
。

特
に
金
銭
的
な
負
担
が
大
き
く

な
る
非
課
税
世
帯
の
障
害
者
の

方
々
に
対
し
、
そ
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
の
福

祉
的
な
助
成

を
行
う
も
の

と
し
て
見
直

し
を
実
施
す

る
も
の
で
す
。

東
北
学
院
大
学
多
賀
城
キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地
の

再
開
発
に
つ
い
て

多
賀
城
の
未
来
を
照
ら
す
会

池
田
　
　純  

議 

員

問

問2 ❷
相
手
か
ら
も
連
携
協
定
に
つ
い
て

前
向
き
な
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
現
在
、
そ
の
内
容
や
締
結
時

期
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
❸
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
排

除
せ
ず
に
、
あ
の
土
地
を
生
か
す
た

め
に
必
要
な
こ
と
な
の
か
と
い
う
こ

と
を
、
第
六
次
総
合
計
画
と
照
ら
し

合
わ
せ
な
が
ら

判
断
を
し
て
い

き
た
い
で
す
。

❹
適
時
適
切
な

時
期
を
見
な
が

ら
、
皆
様
に
御

説
明
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
。

他
の
質
問
項
目

多
賀
城
市
議
会
議
員
選
挙
の
総

括
と
投
票
率
向
上
へ
の
取
組
に
つ

い
て子

育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て

多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
に
向

け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
観
光
施

策
に
つ
い
て

定例会一般質問第3回

答2答3

答

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
施
策
へ
の
変
更
を

問問問

東
北
学
院
大
学
多
賀
城
キ
ャ
ン

パ
ス
の
跡
地
に
つ
い
て
、
東
北

学
院
が
住
宅
メ
ー
カ
ー
大
手
に
売
却

し
た
と
の
報
道
が
出
ま
し
た
が
、
以

下
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
❶
現
時
点

で
把
握
し
て
い
る
大
学
跡
地
の
再
開

発
の
内
容
に
つ
い
て
❷
住
宅
メ
ー
カ

ー
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
ま
ち
づ

く
り
を
協
働
で
進
め
る
意
向
と
の
報

道
も
あ
り
ま
し
た
が
、
連
携
協
定
の

内
容
や
今
後
の
協
議
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
❸
大
学
跡
地
に
、
体
育
館

や
市
民
プ
ー
ル
な
ど
の
公
共
施
設
な

ど
の
移
転
集
約
等
を
行
う
予
定
は
あ

り
ま
す
か
。
❹
地
元
町
内
会
や
市
民

に
対
し
て
の
情
報
公
開
を
、
本
市
と

し
て
も
責
任
を
も
っ
て
行
っ
て
ほ
し

い
が
ど
う
で
す
か
。

❶
現
時
点
で
は
一
戸
建
て
住
宅

や
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ス
ー
パ

ー
や
カ
フ
ェ
な
ど
の
商
業
施
設
、
保

育
施
設
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
の
医
療

施
設
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
な
ど
の
ス
ポ

ー
ツ
施
設
を
想
定
し
、
目
下
「
多
世

代
に
魅
力
的
な
地
域
の
拠
点
」
と
す

る
べ
く
、
計
画
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
ま
す
。

令和５年　第４回定例会
次回の定例会の開催は、

12月上旬からの予定です。

●正式な日程は、決まり次第、広報多賀城・市ホー
ムページでお知らせします。
●定例会本会議、予算・決算特別委員会、常任委員
会は、ＹｏｕＴｕｂｅでもご覧いただけます。
●市議会会議録は、市ホームページでもご覧いた
だけます。

※傍聴においでの際は、これまでどおり西庁舎の
　３階議会事務局で受付をお願いいたします。

スマートフォンで議会中継を
ご覧になりたい方のアクセス
はこちらから

新体制の広報特別委員会を紹介新体制の広報特別委員会を紹介
　今回から新たな体制で、多賀城市議会だより発行を担当してまいります。「開かれた議会」を
目指し、市民の皆様に市議会の活動状況を分かりやすくお伝えできるよう、６人の委員全員で
取り組んでまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(委員長　佐藤　雅博)

左写真

伊藤真弓委員　　大内裕太委員　　大場和晃委員　　池田  純委員
　　　　　齋藤裕子副委員長　　　　佐藤雅博委員長

202023.12　たがじょう市議会だより　



問2

▲志引保育所

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に

つ
い
て
❶
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
直

結
す
る
公
共
施
設
は
存
続
す
る
べ
き

で
す
。
計
画
の
策
定
状
況
は
ど
う
な

っ
て
い
ま
す
か
。
❷
志
引
保
育
所
廃

止
解
体
の
経
過
と
そ
の
真
意
は
何
で

す
か
。❶

令
和
５
年
度
中
に
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
を
見
直
す
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。
同
時
に
、
現

在
、
縮
充
の
視
点
を
取
り
入
れ
、
既

存
施
設
の
集
約
化
や
存
廃
を
含
め
た

見
直
し
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
❷
新
た
な
洪
水
浸
水
区
域
お

よ
び
津
波
浸
水
区
域
が
示
さ
れ
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
平
成
28
年
10
月
に
策

定
し
ま
し
た
「
多
賀
城
市
公
立
保
育

所
再
編
計
画
当
該
計
画
」
を
令
和
５

年
６
月
に
見
直
し
、
八
幡
保
育
所
を

基
幹
保
育
所
に
位
置
づ
け
、
代
わ
り

に
志
引
保
育
所
の
施
設
方
針
を
廃
止

と
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

計
画
策
定
当
初
か
ら
公
立
保
育
所
を

２
カ
所
と
す
る
方
針
は
変
わ
っ
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
、
御
理
解
く
だ
さ
い
。

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
で

４
市
営
住
宅
の
廃
止
が
発
表
さ

れ
、
県
営
住
宅
全
廃
計
画
も
示
さ
れ

ま
し
た
。
修
繕
・
建
て
替
え
で
住
環

日
本
共
産
党

中
田
　定
行  

議 

員

問1

問3

答1

境
を
守
る
べ
き
で
す
。
い
か
が
で
す

か
。

市
営
住
宅
に
関
す
る
今
後
の
推

進
方
策
に
つ
い
て
は
、
市
議
会

の
皆
様
の
御
理
解
を
得
て
進
め
て
い

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

将
来
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
市
営

住
宅
の
管
理
運
営
を
図
る
た
め
、
策

定
し
た
計
画
に
基
づ
く
取
り
組
み
を

今
後
も
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

障
害
者
及
び
高
齢
者
支
援
事
業

の
一
部
見
直
し
に
つ
い
て
、  

10

月
か
ら
３
事
業
の
見
直
し
・
廃
止
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
あ
ま
り
に
も
市
民

に
冷
た
い
市
政
で
す
。
難
病
や
障
害

を
持
っ
て
い
る
困
っ
て
い
る
人
に
支

援
の
手
を
差
し
伸
べ
る
施
策
に
見
直

す
よ
う
求
め
ま
す
。

特
に
金
銭
的
な
負
担
が
大
き
く

な
る
非
課
税
世
帯
の
障
害
者
の

方
々
に
対
し
、
そ
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
の
福

祉
的
な
助
成

を
行
う
も
の

と
し
て
見
直

し
を
実
施
す

る
も
の
で
す
。

東
北
学
院
大
学
多
賀
城
キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地
の

再
開
発
に
つ
い
て

多
賀
城
の
未
来
を
照
ら
す
会

池
田
　
　純  

議 

員

問

問2 ❷
相
手
か
ら
も
連
携
協
定
に
つ
い
て

前
向
き
な
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
現
在
、
そ
の
内
容
や
締
結
時

期
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
❸
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
排

除
せ
ず
に
、
あ
の
土
地
を
生
か
す
た

め
に
必
要
な
こ
と
な
の
か
と
い
う
こ

と
を
、
第
六
次
総
合
計
画
と
照
ら
し

合
わ
せ
な
が
ら

判
断
を
し
て
い

き
た
い
で
す
。

❹
適
時
適
切
な

時
期
を
見
な
が

ら
、
皆
様
に
御

説
明
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
。

他
の
質
問
項
目

多
賀
城
市
議
会
議
員
選
挙
の
総

括
と
投
票
率
向
上
へ
の
取
組
に
つ

い
て子

育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て

多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
に
向

け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
観
光
施

策
に
つ
い
て

定例会一般質問第3回

答2答3

答

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
施
策
へ
の
変
更
を

問問問

東
北
学
院
大
学
多
賀
城
キ
ャ
ン

パ
ス
の
跡
地
に
つ
い
て
、
東
北

学
院
が
住
宅
メ
ー
カ
ー
大
手
に
売
却

し
た
と
の
報
道
が
出
ま
し
た
が
、
以

下
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
❶
現
時
点

で
把
握
し
て
い
る
大
学
跡
地
の
再
開

発
の
内
容
に
つ
い
て
❷
住
宅
メ
ー
カ

ー
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
ま
ち
づ

く
り
を
協
働
で
進
め
る
意
向
と
の
報

道
も
あ
り
ま
し
た
が
、
連
携
協
定
の

内
容
や
今
後
の
協
議
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
❸
大
学
跡
地
に
、
体
育
館

や
市
民
プ
ー
ル
な
ど
の
公
共
施
設
な

ど
の
移
転
集
約
等
を
行
う
予
定
は
あ

り
ま
す
か
。
❹
地
元
町
内
会
や
市
民

に
対
し
て
の
情
報
公
開
を
、
本
市
と

し
て
も
責
任
を
も
っ
て
行
っ
て
ほ
し

い
が
ど
う
で
す
か
。

❶
現
時
点
で
は
一
戸
建
て
住
宅

や
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ス
ー
パ

ー
や
カ
フ
ェ
な
ど
の
商
業
施
設
、
保

育
施
設
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
の
医
療

施
設
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
な
ど
の
ス
ポ

ー
ツ
施
設
を
想
定
し
、
目
下
「
多
世

代
に
魅
力
的
な
地
域
の
拠
点
」
と
す

る
べ
く
、
計
画
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
ま
す
。

令和５年　第４回定例会
次回の定例会の開催は、

12月上旬からの予定です。

●正式な日程は、決まり次第、広報多賀城・市ホー
ムページでお知らせします。
●定例会本会議、予算・決算特別委員会、常任委員
会は、ＹｏｕＴｕｂｅでもご覧いただけます。
●市議会会議録は、市ホームページでもご覧いた
だけます。

※傍聴においでの際は、これまでどおり西庁舎の
　３階議会事務局で受付をお願いいたします。

スマートフォンで議会中継を
ご覧になりたい方のアクセス
はこちらから

新体制の広報特別委員会を紹介新体制の広報特別委員会を紹介
　今回から新たな体制で、多賀城市議会だより発行を担当してまいります。「開かれた議会」を
目指し、市民の皆様に市議会の活動状況を分かりやすくお伝えできるよう、６人の委員全員で
取り組んでまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(委員長　佐藤　雅博)

左写真

伊藤真弓委員　　大内裕太委員　　大場和晃委員　　池田  純委員
　　　　　齋藤裕子副委員長　　　　佐藤雅博委員長

21 たがじょう市議会だより　2023.12



本会議場の役目を終えて本会議場の役目を終えて
―半世紀を超える歴史に幕――半世紀を超える歴史に幕―

新しい本会議場を紹介します新しい本会議場を紹介します

　本年11月からの新北庁舎供用開始に伴い、昭和45年から長年にわたり、議会と当局との議論
が重ねられてきた舞台であった「議場」が、その役目を終えたことから、第３回市議会定例会最
終日の10月25日に「閉場式」を開催しました。
　式では、森長一郎議長、深谷晃祐市長が挨拶を行い、最古参議員である竹谷英昭議員から思い
出が語られました。皆さんから、市勢発展のための議場での歴史や、先輩方の思いを受け継ぎ、
これからもよりよいまちづくりの方策を検討、議論していくと決意が示されました。出席者全員
が半世紀にわたる月日に思いをはせ、長年にわたる「議場」の歴史に幕を下ろしました。

　令和５年12月開催の第４回市議会定例会から、新しい本会議場の運用が開始されます。傍聴
席へ向かう通路はバリアフリー化され、障害をお持ちの方々にも、安心しておいでいただけるよ
う設計されています。新しい議場で、新しい感覚で新しい風を吹かせ政策の議論を積み重ね、市
議会が当局と車の両輪となり、更なる住民福祉の向上に努めてまいります。どうぞお気軽に、新
議場での議論の傍聴においでください。

出席者による閉場式後の記念撮影

議　員　席

議　長　席

議長席から見た議場内
左側　市当局席　　　　　　　　　　右側　議員席

新
し
い
傍
聴
席

車いす専用
スペースを
設けています

スロープを
設置しています

222023.12　たがじょう市議会だより　



本会議場の役目を終えて本会議場の役目を終えて
―半世紀を超える歴史に幕――半世紀を超える歴史に幕―

新しい本会議場を紹介します新しい本会議場を紹介します

　本年11月からの新北庁舎供用開始に伴い、昭和45年から長年にわたり、議会と当局との議論
が重ねられてきた舞台であった「議場」が、その役目を終えたことから、第３回市議会定例会最
終日の10月25日に「閉場式」を開催しました。
　式では、森長一郎議長、深谷晃祐市長が挨拶を行い、最古参議員である竹谷英昭議員から思い
出が語られました。皆さんから、市勢発展のための議場での歴史や、先輩方の思いを受け継ぎ、
これからもよりよいまちづくりの方策を検討、議論していくと決意が示されました。出席者全員
が半世紀にわたる月日に思いをはせ、長年にわたる「議場」の歴史に幕を下ろしました。

　令和５年12月開催の第４回市議会定例会から、新しい本会議場の運用が開始されます。傍聴
席へ向かう通路はバリアフリー化され、障害をお持ちの方々にも、安心しておいでいただけるよ
う設計されています。新しい議場で、新しい感覚で新しい風を吹かせ政策の議論を積み重ね、市
議会が当局と車の両輪となり、更なる住民福祉の向上に努めてまいります。どうぞお気軽に、新
議場での議論の傍聴においでください。

出席者による閉場式後の記念撮影

議　員　席

議　長　席

議長席から見た議場内
左側　市当局席　　　　　　　　　　右側　議員席

新
し
い
傍
聴
席

車いす専用
スペースを
設けています

スロープを
設置しています

23 たがじょう市議会だより　2023.12



市議会だより
たがじょうたがじょう №125

令和5年（2023年）

12月1日発行発行／多賀城市議会　編集／広報特別委員会
〒985-8531　宮城県多賀城市中央2-1-1　［電話 022-368-3053　FAX 022-368-1397］

議会人事　
令和４年度決算審議　
令和５年第３回定例会結果
あんなことこんなこと議論の足跡
令和４年度決算賛成・反対討論　
一般質問
新広報特別委員会の紹介　
本会議場閉場式

P 2
6
8
10
14
16
21
22

編
集
後
記

　　市内中学校生徒会の皆さんをシリーズで御紹介します。

今回の表紙

　今回御紹介するのは、上級生からのバトンを引き継ぎ、10月から活動を開始した多賀城市立第二中学
校の新生徒会役員の皆さんです。皆さんに、「生徒会の活動」、「第二中学校の自慢」や「多賀城市の
魅力」などについてインタビューしました。

★生徒会の活動
●生徒会ラジオ
◯月１回程度昼休みに校内放送で「生徒会ラジオ」と称し、中総体、新人戦への意気込みや身近なエピ
ソードなどをインタビュー方式で行い、全校生徒に紹介しています。
●生徒会ボランティア活動
○タブレット募集フォームを活用して参加者を募り、年に3回程度放課後の時間を使って学校敷地内
の環境整備（草むしり）を実施しています。通学時のゴミ拾いなど、校外で活動することもありま
す。　

★多二中をこんな学校にしたい
○学年やクラス、部活動など関係なく、互い
に支えあい、尊重しあえる学校へ！！

★多二中のここが自慢
○活発な生徒が多く、全員が行事やボランテ
ィア活動に対して協力的です。

★多賀城市のここが好き！！
　○都会でもなく田舎過ぎず、ちょうど良い。買い物とかも便利。
　○東北歴史博物館や史跡など歴史的な環境に恵まれている。
　○地域の皆さんがあいさつを返してくれる。優しい。
　○他県から帰ってくると、“帰ってきたなぁ”と感じる。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　生徒会活動のお話をする皆さんの顔つきは、しっかりと未来を見据えたリーダーのような表情をしてい
ました。第二中学校や多賀城市に関する質問では、素敵な笑顔で地元についてお話ししていただきました。
お伺いした際にはタブレットを机に準備し使いこなし、一方で地域の方々とのあいさつや会話をとても大
切にしていることに感心しました。第二中学校がこれまで以上に活気あふれる学校となるように、応援し
ています。頑張れ多二中！頑張れ多二中生！　　 　　　　　　　　(レポーター　大内　裕太)

▲
10月から活動を開始した
第二中学校新生徒会役員の皆さん

広報特別委員会
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酷
暑
の
中
で
の
選
挙
戦
が
終
了
し
、

新
人
議
員
７
名
が
加
わ
り
第
３
回
定
例
会

は
議
会
人
事
、
令
和
４
年
度
決
算
の
認
定
、
令
和

５
年
度
補
正
予
算
案
な
ど
の
審
議
、
質
疑
が
行
わ

れ
37
日
間
の
会
期
日
程
に
て
終
え
ま
し
た
。

　
初
議
会
と
な
る
新
人
議
員
が
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般
質
問
す
る
場

面
で
は
、
支
援
者
が
多
く
訪
れ
、
晴
れ
舞
台
を
一

目
見
よ
う
と
傍
聴
す
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
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一
般

質
問
や
各
委
員
会
質
疑
に
お
い
て
は
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言
論
の
府

に
ふ
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い
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発
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跡
は
着
実
に
残
さ
れ
た
と
思
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ま
す
。

　
編
集
内
容
の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
広
報
特
別

委
員
会
は
、
新
た
に
選
任
さ
れ
た
６
名
の
メ
ン
バ

ー
で
力
を
合
わ
せ
、
研
鑽
を
積
み
重
ね
、
読
み
手

の
立
場
を
重
視
し
た
「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
佐
藤
　雅
博
）
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